
認

識

の

真

理

性

l
l唯
識
哲
学
と
批
判
哲
学
と
の
対
論
|
|
(
そ
の
五
)

一一一

幸

渡

第
八
章

中
道
の
哲
学

ω(第
八
章

ω「
ω唯
識
の
中
道
」
か
ら
つ
づ
く
)

(5) 

批
判
の
中
道

雄

こ
こ
に
仏
教
的
根
本
原
理
(
空
・
中
道
、
唯
識
・
中
道
)
の
性
相
に
基
づ
き
、
そ
れ
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
批
判
哲
学
(
主
と
し
て

そ
の
認
識
論
)
を
開
示
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。

い
ま
、
以
下
の
認
識
構
造
の
具
体
的
例
を
示
す
。

批
判
哲
学
に
お
け
る
「
批
判
の
中
道
」
を
、
そ
の
認
識
構
造
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
認
識
の
「
能
力
」
と
「
対
象
」
と
に
大
別
し
て
示

す
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
に
あ
っ
て
は
、
能
力
の
対
象
へ
の
志
向
性
と
、

そ
の
対
象
の
能
力
へ
の
充
実
性
と
の
相
互
限
定
、
相
互
依
存

認識の真理性

の
関
係
な
く
し
て
は
、

認
識
は
成
立
し
な
い
。

「
能
力
即
対
象
」
の
「
即
」
構
造
に
成
立
す
る
。

し
た
が
っ
て
認
識
は

「
非
能
力
・
非
対
象
」
の
中
道
と
し
て
様
式
化
さ
れ
う
る
。

①
認
識
の
能
力

そ
の
「
能
力
」
で
は
、
例
え
ば
、
「
非
A
・
非
ロ
。
ロ

A
」
の
中
道
の
様
式
に
照
し
て
、

そ
の
中
道
を
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

「
非
分
析
的
判
断
・
'
非
綜
合
的
判
断
」

の
中
道
、

「
非
感
性
・
非
悟
性
(
理
性
〉
」

の
中
道
、

そ
れ
は
ま
た

「
非
経
験
的

1 



直
観
・
非
純
粋
悟
性
概
念
(
範
鴎
〉
」
の
中
道
、
「
非
印
象
形
象
・
非
概
念
」
の
中
道
、
「
非
純
粋
直
観
(
空
間
・
時
間
)
・
非
純
粋
悟
性

2 

概
念
(
範
時
)
」

の
中
道
な
ど
で
あ
る
。

し
か
も
、

こ
れ
ら
の
根
源
に
注
目
す
れ
ば
、

個
々
の
構
造
に
お
け
る
個
別
的
な
る
中
道
の

切
を
包
越
す
る
「
根
源
的
、
全
一
的
な
中
道
」
に
は
、

「
非
純
粋
構
想
力
・
非
純
粋
統
覚
」

の
中
道
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
異
質

的
・
異
次
元
的
な
両
極
端
の
能
力
の
聞
に
お
け
る
、
単
な
る
中
間
で
は
な
く
、

そ
の
中
極
(
頂
極

m
r
g芯
ω

)

に
批
判
の
中
道
が
見
出

さ
れ
る
。

こ
の
様
式
は
ま
た
「
即
」
構
造
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
。

こ
の
構
造
の
中
核
は
不
即
不
離
、
即
一
一
如
、
綜
合
的
統
一
を
最

も
根
本
的
に
可
能
な
ら
し
め
る
批
判
の
中
道
で
あ
り
、
そ
れ
は
純
粋
統
覚
。
。
向
。
乙
に
相
即
す
る
純
粋
構
想
力
(
官
任
。
る
に
も
と
づ

き
、
両
者
の
相
互
限
定
的
相
関
々
係
に
お
い
て
、
「
先
天
的
綜
合
的
統
ご
と
し
て
示
さ
れ
る
「
即
」
構
造
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
〈
】
。
m
g

丘
志
向
出
任
。
ω
〉
の
根
源
識
が
開
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
非
]
。
m
g
・
非
日
出
子
g
」
の
心
識
ハ
の
め
自
由
。
の
中
道
で
あ
る
。
こ
の
内
部
構
造

「
先
験
的
図
式
臥
」
(
叶

E
ロ
ω
N
S
Fロ片山
]
2
F
Z自
己
2
5
5〉

の
綿
密
な
究
明
は
、

カ
ン
ト
の

の
理
論
に
鮮
明
で
あ
る
。

(
註
)先

験
的
図
式
性
は
、
先
験
的
構
想
力
の
所
産
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
最
高
原
理
で
あ
る
純
粋
統
覚
を
根
源
識
と
し
、
範
障
を
現
象

へ
と
適
用
す
る
(
包
摂
〉
、
そ
の
可
能
性
の
先
験
的
根
拠
で
あ
っ
て
、
「
先
験
的
時
間
限
定
」
(
昨
日
ロ
ω
・
N
巳円
r
g
Z
E
B
E
H
m
)
と
い

わ
れ
る
。
そ
れ
は
「
先
天
的
|
綜
合
的
|
超
越
性
」

(
先
験
性
)
を
本
質
と
す
る
心
識
に
あ
っ
て
、

「
時
間
」
を
先
験
的
媒
体

(
知
性
的
に
し
て
、
同
時
に
感
性
的
な
媒
介
的
表
象
で
あ
る
図
式
)
と
し
て
、
認
識
の
構
造
成
素
間
の
相
互
限
定
的
相
関
構
造
を

可
能
な
ら
し
め
る
。
そ
れ
は
認
識
に
お
け
る
異
質
的
・
異
次
元
的
な
種
々
の
構
造
成
素
か
ら
な
る
、
多
種
の
「
即
」
構
造
の
重
層

的
統
合
に
な
り
た
つ
全
一
的
「
即
」
構
造
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
認
識
の
全
一
的
「
即
」
構
造
は
、
次
の
そ
れ
ぞ
れ
の

「
即
」
・
中
道
の
統
合
に
成
立
す
る
が
、

そ
れ
は
「
先
天
的
綜
合
的
判
断
」

の
可
能
性
の
原
理
(
認
識
の
根
源
的
、

最
高
原
理
、

す
な
わ
ち
そ
れ
は
先
験
的
構
想
力
と
相
即
し
協
力
す
る
先
験
的
統
覚
で
あ
る
)
を
開
示
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。



と
こ
ろ
で
、

認
識
の
全
一
的
「
即
」
構
造
は
、

こ
の

「
先
験
的
図
式

次
の
各
々
個
別
的
「
即
」
構
造
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、

性
」
の
本
質
構
造
は
、

「
批
判
の
中
道
」
の
観
点
か
ら
次
の
ご
と
く
考
察
さ
れ
る
。

①
「
認
識
能
力
〈
即
〉
認
識
対
象
」

②
「
経
験
的
認
識
能
力
〈
即
〉
先
天
的
認
識
能
力
」

③
「
経
験
的
直
観
(
印
象
・
形
象
・
現
象
)

〈
即
〉
経
験
的
概
念
」

④
「
純
粋
感
性
的
直
観
〈
即
〉
純
粋
悟
性
概
念
」

「
空
間
・
時
間
〈
即
〉
範
時
」

⑤
「
(
現
象
(
印
象
・
形
象
)

〈
即
〉
空
間
・
時
間
)

〈
即
〉
範
鴎
」

⑥
「
先
験
的
構
想
力
〈
即
〉
先
験
的
統
覚
」

(
先
験
的
l

最
高
原
理
)

⑦
「
経
験
的
質
料
〈
即
〉
先
天
的
形
式
」

以
上
が
、
認
識
に
お
け
る
異
質
的
・
異
次
元
的
な
種
々
の
構
造
成
素
か
ら
な
る
、
多
種
の
「
即
」
構
造
で
あ
り
、
そ
の
重
層
的

統
合
に
な
り
た
つ
全
一
的
「
即
」
構
造
が
、

「
先
験
的
時
間
限
定
」
と
い
わ
れ
る
先
験
的
図
式
性
の
在
り
方
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

時
間
を
中
心
的
媒
体
と
し
、

一
切
の
認
識
構
造
成
素
の
間
の
相
互
限
定
・
相
互
依
存
の
関
係
に
成
立
す
る
、
こ
の
重
層
的
構
造
を

可
能
な
ら
し
め
る
統
合
の
可
能
性
の
先
験
的
原
理
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
先
験
的
構
想
力
即
先
験
的
統
覚
」
の
根
源
的
構
造
を
も
っ

先
験
的
l
最
高
原
理
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
垂
直
的
に
両
極
を
包
越
す
る
中
極
を
原
理
と
す
る
「
批
判
の
中
道
」
が
窺
い
知
ら
れ
う

認識の真理性

る
の
で
あ
る
。

②
認
識
の
対
象

そ
の
対
象
に
お
い
て
は
、

「
非
経
験
的
直
観
の
対
象
(
現
象
体
)
・
非
純
粋
直
観
の
対
象
(
時
空
体
)
」
の
中
道
、

「
非
空
間
時
間
限
定
の
対
象
・
非
範
時
限
定
の
対
象
」
の
中
道
、

「
非
純
粋
範
酵
の
対
象
・
非
純
粋
理
念
の
対
象
」
の
中
道
が
あ
る
。

3 



そ
の
対
象
の
領
域
に
注
目
す
れ
ば
、

「
非
現
象
界
・
非
可
想
界
」
の
中
道
、

(
唯
識
の
「
有
為
的
性
境
即
無
為
的
性
境
」

の
中
道
に
相

4 

応
す
る
)
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
対
象
認
識
の
構
造
成
素
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
場
合
の
そ
の
対
象
に
は
、
中
道
が
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
消
極
的
表
示
で

の
「
非

A
・
非
ロ
。
ロ

A
」

の
中
道
は
、

ま
た
積
極
的
表
示
で
の
「
即
L

構
造
を
も
っ
て
捉
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
構
造
成
素
の

諸
異
質
的
・
異
次
元
的
成
素
の
問
の
両
極
端
の
相
互
否
定
的
関
係
(
消
極
的
表
示
)
と
同
時
に

(
N
c
m
E各
)
、
両
極
の
相
互
限
定
的
関

係
・
相
依
相
関
的
関
係
の
肯
定
的
関
係
(
積
極
的
表
示
)
を
表
示
す
る
。
そ
こ
に
認
識
構
造
は
総
括
的
に
は
「
非
認
識
能
力
・
非
認
識

対
象
」
の
中
道
に
し
て
同
時
に
、

「
認
識
能
力
〈
即
〉
認
識
対
象
」

の

「
即
」
構
造
の
中
道
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
も

唯
識
で
は
、
能
力
に
お
け
る
「
分
別
知
即
無
分
別
智
」
に
応
現
し
て
、
対
象
は
「
有
為
的
性
境
即
無
為
的
性
境
」
と
し
て
存
立
す
る
。

そ
し
て
、

そ
の
両
極
の
対
応
に
は
「
即
」
構
造
に
お
け
る
空
・
中
道
が
窺
わ
れ
る
。

と
は
い
え
、

「
批
判
の
真
の
中
道
」
に
あ
っ
て

は
、
性
急
に
批
判
哲
学
を
「
空
性
L

の
思
想
を
も
っ
て
示
し
得
な
い
問
題
も
あ
り
、
慎
重
に
深
い
究
明
と
、
分
析
・
綜
合
を
試
み
る
必

要
を
感
ず
る
と
し
て
も
、
純
粋
理
性
の
「
自
由

l
超
越
性
」

の
本
質
と
そ
の
批
判
の
原
理
に
は
、

「
先
天
的
綜
合
的
判
断
」
を
可
能
な

ら
し
め
る
高
次
の
原
理
の
究
明
が
要
望
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
純
粋
統
覚
」
の
原
理
で
あ
り
、

そ
れ
は
ま
た
「
批
判
の
中
道
L

を
現
成
す

る
。
そ
こ
に
学
的
条
件
(
立
場
、
方
法
、
原
理
)
に
よ
っ
て
、

両
極
の
対
立
矛
盾
へ
の
否
定
的
論
理
と
、

「
両
極
即
中
極
」
を
な
す
肯

定
的
論
理
の
「
即
」
構
造
と
に
基
づ
く
、

カ
ン
ト
の
い
う
「
知
恵
の
学
問
」

(ヨ
5
0ロ
ω岳
山
内
同

L
O
円
当
巳

ω
r
S
)
(同)}己。
ω
。℃
E
o
)
が

成
立
す
る
。
そ
し
て
、
批
判
に
よ
っ
て
、

両
極
端
を
な
す
「
存
在
論
」

(
実
体
論
)
と
「
経
験
論
」

(
懐
疑
論
)
に
対
し
て
、
公
明
正

大
な
批
判
を
下
し
て
、
批
判
哲
学
の
「
真
の
中
道
」
が
開
示
さ
れ
る
。

一
体
、
空
・
中
道
の
否
定
的
論
理
の
究
明
も
、

唯
識
論
の
「
即
」
・
中
道
の
論
究
も
、

共
に
こ
れ
ら
を
可
能
な
ら
し
め
る
前
提
の
探

索
を
必
要
と
す
る
。

し
か
る
に
、
両
者
は
こ
れ
を
学
的
に
究
明
し
て
批
判
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
、
表
裏
一
如
の
空
、

「
無
覆
無
記
」



の
空
を
も
っ
て
、
甚
だ
象
徴
的
に
、

カ
ン
ト
は
公
明
正
大
な
批
判
の
学
的
操

そ
の
前
提
を
論
究
す
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

作
を
も
っ
て
、

両
極
を
な
す
存
在
論
(
実
体
論
、
合
理
論
)

そ
し

と
経
験
論
(
蓋
然
論
、
懐
疑
論
)

を
精
密
に
批
判
し
論
究
す
る
。

て
、
消
極
的
に
は
両
極
の
誤
謬
を
否
定
す
る
と
同
時
に
、
積
極
的
に
は
両
極
を
確
認
し
て
、
こ
の
異
質
的
|
異
次
元
的
な
「
経
験
的
質

料
と
先
天
的
形
式
」
を
も
っ
て
、
先
天
的
綜
合
的
判
断
を
形
成
し
て
、
両
者
の
「
先
天
的
綜
合
的
統
一
性
」
の
本
質
を
提
示
す
る
。
す

な
わ
ち
、

そ
の
中
極
を
核
と
す
る
「
真
の
中
道
」
を
開
示
す
る
。
そ
れ
は
「
空
・
中
道
」
に
近
接
し
、
類
同
的
で
あ
る
。

既
述
の
ご
と
く
、

カ
ン
ト
の
批
判
は
、

「
自
己
批
判
即
他
者
批
判
」

と
し
て
働
き
、

批
判
的
主
体
の
「
自
由
の
原
理
」
を
核
と
し

て
、
自
由
の
原
理
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
純
粋
理
性
の
「
超
越
性
」
の
構
造
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
批
判
は
純
粋
統
覚
の
そ
の
「
自
由
i

超
越
性
」
の
構
造
に
お
い
て
、
①
「
自
己
か
ら
自
己
自
体
へ
の
自
己
超
越
」
を
中
軸
と
し
て
、
②
「
自
己
か
ら
他
者
へ
の
超
越
」
と
、

「
他
者
か
ら
自
己
へ
の
超
越
」
と
、
③
そ
し
て
「
自
他
相
互
超
越
」
の
ゴ
一
重
の
超
越
構
造
が
な
り
た
ち
、
純
粋
理
性
の
「
自
由
|
超
越

性
」
の
構
造
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
は
認
識
に
あ
っ
て
も
、
道
徳
宗
教
に
あ
っ
て
も
、
等
し
い
構
造
に
成
立
す
る
が
、
そ
れ
が
批
判
の
本

質
構
造
で
あ
る
。
し
か
し
カ
ン
ト
の
と
く
批
判
は
単
な
る
一
般
的
論
理
に
と
ど
ま
ら
ず
(
カ
ン
ト
の
批
判
的
、
先
験
的
論
理
は
「
他
立

的

(

註

}
l

(出

2
2♀
r
g
u
。r
g
p
E
N日
目
。
に
基
づ
く
)
、
自
由
の
原
理
に
よ
る
自
覚
、
本
質
直
観
に
基
づ
き
、
「
破
邪
・
顕
正
」
を

の
原
理
」

目
ざ
す
公
明
正
大
な
純
粋
理
性
(
純
粋
統
覚
)
の
裁
判
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
独
断
論
と
懐
疑
論
、
合
理
論
と
経
験
論
、
実
体
形
而
上
学

と
実
証
哲
学
の
両
極
端
の
真
偽
・
正
邪
を
検
討
し
、
そ
の
妄
想
と
誤
謬
を
打
破
し
、
も
っ
て
認
識
の
可
能
性
と
限
界
、
妥
当
性
と
領
域

認識の真理性

を
究
明
し
て
、
そ
の
両
極
端
の
単
な
る
間
(
中
間
)
を
垂
直
に
超
え
る
中
極
(
頂
極
〉
を
核
と
す
る
中
道
の
立
場
に
立
っ
て
、
先
験
的

真
理
を
現
成
せ
ん
と
す
る
公
正
な
る
真
理
の
判
決
で
あ
る
。

(註〉

1
「
破
邪
と
顕
正
」
は
、
一
ニ
論
宗
に
お
け
る
究
極
の
真
理
を
捉
え
る
た
め
の
二
大
原
理
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
破
邪
顕
正
」
と
は
、

5 



邪
見
・
邪
執
を
打
ち
破
る
こ
と
が
同
時
に
、

か
つ
即
一
的
に
、
正
見
・
正
道
を
顕
わ
す
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
を
有
す
る
。

6 

そ
れ
は
ま
た
「
破
邪
〈
即
〉
顕
正
」
と
い
わ
れ
、

「
即
」
構
造
を
も
っ
て
示
さ
れ
、

そ
こ
に
は
「
即
」
・
中
道
が
窺
わ
れ
る
。

す

な
わ
ち
、
邪
を
捨
て
て
、
別
の
正
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
の
で
は
な
く
、

破
ら
れ
た
邪
は
執
わ
れ
の
心
を
破
る
こ
と
で
、

そ
の
ま

ま
、
即
一
的
に
正
と
な
り
う
る
と
い
う
本
性
を
有
す
る
こ
と
を
言
う
。
(
『
三
論
玄
義
』

『
破
邪
顕
正
紗
』
参
照
〉
い
ま
、
批
判
哲

尚
子
に
お
い
て
、

こ
の
空
・
中
道
を
「
批
判
の
中
道
」
に
対
応
せ
し
め
、

そ
の
性
格
を
捉
え
る
と
き
、
両
極
端
に
た
つ
対
立
者
(
有

と
無
)
を
誤
謬
と
し
て
否
定
す
る
批
判
(
否
定
的
批
判
〉
は
「
破
邪
的
批
判
」
で
あ
り
、
同
時
に
、

こ
の
対
立
す
る
両
極
の
間
を

垂
直
に
超
え
て
、

そ
の
中
極
(
頂
極
)
に
お
い
て
認
識
の
真
理
を
肯
定
す
る
批
判
(
肯
定
的
批
判
)
は
「
顕
正
的
批
判
」
と
し
て

定
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
批
判
の
中
道
も
「
破
邪
即
顕
正
」

の
「
即
」
・
中
道
に
お
い
て
、

「
破
邪
的
批
判
〈
即
〉
顕

正
的
批
判
」
と
し
て
、
両
者
を
「
即
」
構
造
に
あ
る
「
批
判
の
真
の
中
道
」
と
し
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
空
・
中
道
で
あ
れ
、

批
判
・
中
道
で
あ
れ
、

ま
こ
と
に
「
中
道
は
中
極
に
あ
り
」
、

か
っ
そ
れ
は
玄
極
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、

「
批
判
の
中
道
」
に
お
い
て
は
、

「
破
邪
・
顕
正
」

の
点
で
、
他
者
批
判
は
、

両
極
を
誤
謬
と
し
て
否
定
す
る
「
否

定
的
批
判
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
「
破
邪
的
批
判
」
で
あ
る
。

ま
た
自
己
批
判
は
、
両
極
の
中
極
を
真
理
と
し
て
肯
定
す
る
「
肯
定
的
批

判
」
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
真
理
の
「
顕
正
的
批
判
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
他
者
批
判
〈
即
〉
自
己
批
判
」

の
「
即
」
構
造
に
お
い
て
、

「
批
判
の
中
道
」

は
「
破
邪
・
顕
正
」

の
相
互
批
判
と
し
て
成
立
し
、

ま
た
「
破
邪
即
顕
正
」

の
中
道
と
し
て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ

る

こ
の
「
批
判
の
中
道
」
に
対
応
す
る
「
唯
識
・
中
道
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
「
見
分

l
相
分
」
の
志
向
的
構
造
に
あ
る
識
は
、
自
己

反
省
と
自
己
覚
醒
と
し
て
の
「
自
証
分
」

(
さ
ら
に
「
証
自
証
八
刀
」
が
随
伴
す
る
)
に
よ
っ
て
躍
動
す
る
識
自
体
で
あ
り
、
そ
の
自
己



自
体
へ
と
反
折
ハ
問
。
出
O
M
Z
ロ
)
(
そ
れ
は
対
象
へ
の
真
直
志
向
。
昇
。
丘
町
。
足
。
Z
〉
に
対
し
て
、

反
折
志
向
。

E
S昨日。。
E
2
5
)

を
い
う
)
を
行
い
、
注
視
し
究
明
す
る
。

そ
し
て
こ
の
識
の
自
己
反
省
と
自
己
吟
味
に
よ
っ
て
、

非
本
来
的
在
り
方
を
有
す
る
有
漏

識
(
そ
れ
は
「
蓋
然
的
経
験
論
と
主
観
的
観
念
論
」

「
素
朴
的
実
在
論
と
客
観
的
実
体
論
」

「
懐
疑
論
と
独
断
論
」

「
神
秘
論
と
実
証

論
」
(
止
の
・
)
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
〉
と
、

ま
た
そ
の
有
漏
識
に
成
り
た
つ
両
極
端
の
学
説
が
も
っ
虚
妄
・
誤
謬
・
煩
悩

を
自
覚
し
究
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
識
自
体
は
、
主
体
的
自
覚
に
よ
っ
て
自
証
さ
れ
、
決
断
さ
れ
、
批
判
さ
れ
た
有
漏
識
を
の
り

超
え
て
千
本
来
的
在
り
方
と
し
て
の
超
現
象
的
な
無
漏
識
へ
と
超
越
し
て
、

己
吟
味
と
自
覚
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
、
有
漏
識
か
ら
無
漏
識
へ
の
、
識
の
自
由
性
に
よ
る
内
在
(
非
本
来
性
)
か
ら
超
在
へ
の
超
脱
で

決
断
し
判
決
す
る
。

そ
れ
が
識
自
体
の
自
己
反
省
と
自

あ
り
、
同
時
に
超
在
(
本
来
性
)

へ
の
転
入
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
「
転
依
」
で
あ
り
、

こ
の
転
依
は
識
自
体
の
批
判
と
自
覚
と
自
由
決

意
な
く
し
て
は
可
能
で
は
な
い
。

こ
こ
に
、
転
依
と
は
「
転
識
得
智
」
を
い
う
。
そ
れ
は
浄
・
不
浄
和
合
の
日
常
的
な
識
(
現
行
識
)
か
ら
真
正
の
識
自
体
へ
の
「
識

の
自
己
超
越
的
転
換
」
で
あ
る
。
こ
の
転
依
に
よ
っ
て
、
識
か
ら
四
智
・
仏
性
へ
と
貫
通
さ
れ
た
悟
道
を
目
ざ
し
て
、
修
行
者
は
中
道

を
ゆ
く
。

唯
識
で
の
転
依
は
、

認
識
の
真
理
性
を
基
軸
と
し
て
、

「
良
心
、

宗
教
哲
学
(
そ
れ
は
道
徳
哲
学
と
結
び
つ
い
た

心
術
の
革
命
、
道
徳
的
信
仰
」
を
原
理
と
す
る
〉
で
の
「
心
術
の
革
命
」
(
河

3
-
E
5
2
仏

R
の
3
5
5り
で
あ
っ

批
判
哲
学
で
は
、

て、

「
批
判
の
中
道
」
に
基
づ
き
、
良
心
と
自
覚
と
自
由
意
志
に
よ
っ
て
、
誤
謬
か
ら
生
ず
る
煩
悩
と
根
本
悪
か
ら
の
超
脱
を
断
行
す

認識の真理性

る
と
「
同
時
に
」
(

N

ロ
mrrr〉
、
最
高
善
(
さ
ら
に
根
源
的
最
高
善
、
超
越
体
)

へ
の
超
越
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
識
の
転
依
は
、
純

(
そ
れ
に
は
、

粋
理
性
の
批
判
に
あ
っ
て
は
、
識
の
「
自
己
超
越
即
他
者
超
越
」
で
あ
る
。

「
自
体
超
越
」
を
基
軸
と
し
、

「
自
己
か

ら
他
者
へ
の
超
越
」

「
他
者
か
ら
自
己
へ
の
超
越
」
、
そ
し
て
「
自
他
相
互
超
越
」
を
な
す
三
重
の
超
越
が
見
出
さ
れ
る
。
)
識
は
か
か

る
「
自
由
!
超
越
性
」
を
本
質
と
す
る
。
こ
こ
に
有
漏
識
か
ら
無
漏
識
(
仏
智
)

へ
の
転
依
の
可
能
性
は
、

こ
の
「
自
由

l
超
越
性
」

7 



を
本
質
構
造
と
す
る
。

し
か
も
転
依
が
働
い
て
、

そ
こ
に
現
成
す
る
も
の
は
、
認
識
で
あ
れ
実
践
で
あ
れ
、
凡
夫
の
「
解
脱
」
で
あ
っ

8 

て
、
解
脱
は
転
依
に
よ
っ
て
、
仏
智
・
浬
繋
・
仏
性
を
修
道
に
基
づ
い
て
現
成
す
る
。
そ
れ
ら
は
識
自
体
の
真
実
体
の
現
成
で
あ
る
。

「
有
漏
識
即
無
漏
識
」

(
分
別
知
即
無
分
別
智
〉
と
し
て

し
か
も
「
同
時
に
」

(
N
C
m
}
巳
各
)
、

(註
)
2

「
即
」
構
造
を
も
っ
て
表
示
さ
れ
る
。

空
性
の
原
理
に
あ
っ
て
、

し
か
も
識
の
性
相
は
有
漏
識
と
無
漏
識
と
が
分
裂
し
対
立
し
つ
つ
も
、

こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、

こ
こ
に
唯
識
論
に
あ
っ
て
も
、
空
・
中
道
の
只
中
に
働
く
「
批
判
の
中
道
」
が
、

「
唯
識
・
中
道
」

の
根

底
に
働
く
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(註〉

2

「
即
」
構
造
を
示
す
な
ら
ば
、
次
の
句
は
重
要
で
あ
る
。

⑦
竜
樹

(
Z印
肉
削
円

Y
S〉

「
縁
起
即
無
自
性
」

(
空
〉
の
中
道
(
「
有
即
無
」

の
中
道
〉

「
八
不
中
道
」

(
「
八
仮
名
即
八
不
仮
名
L

の
中
道
)

(
「
空
即
仮
即
中
」

の
中
道
、

「
三
諦
円
融
」

の
中
道
)

「
如
来
本
性
即
世
間
本
性
」

の
中
道

②
世
親
(
〈

g
c
g
E
E〉
(
そ
の
道
統
に
立
つ
護
法
(
ロ
「

2
5
3也知〉〉

「
見
分
即
相
分
」

の
中
道
、

「
分
別
知
即
無
分
別
智
」

の
中
道

「
三
性
即
三
無
性
」

の
中
道

(
西
洋
哲
学
で
は
、

「空」

に
つ
い
て
の
論
究
は
な
い
が
、
随
所
に

「
即
」
構
造
の
理
解
が
窺
わ
れ
る
。

「
即
」
構
造
の
可
能

性
の
原
理
を
、

わ
れ
わ
れ
は
「
自
由
|
超
越
性
」

に
求
め
る
。

こ
れ
は
仏
教
の

「
空
性
」
の
原
理
に
相
応
す
る
。

い
ま
、
そ
の

類
例
を
ル
タ

l
(
H
L
H
P
R
)
と
ス
ピ
ノ
ザ

(
ω
1
5
3
)
と
カ
ン
ト
ハ
同

g

。に
見
出
す
。
)

③
ル
タ

l



「
義
人
は
「
即
ち
」
(
巴
自
己
〉
罪
人
で
あ
る
。
」
(
巴
自
己
す
巳

5
2
宮
の
の
え

2
・

。22
Z
o
cロ円四

ωロロ仏
q
N
C
m
r
-。『・〉

④
ス
ピ
ノ
ザ

「
自
然
は
「
即
ち
」

(
ω
2
6
神
で
あ
る
。
」

(
Z己ロ
E
己
認
ロ
2
ω
)

⑤
カ
ン
ト

「
経
験
一
般
の
可
能
性
の
制
約
は
、

ω
 

「
同
時
に
」

(
N
C
m
r
r
r
)
経
験
の
対
象
の
可
能
性
の
制
約
で
あ
る
。
」
(
認
識
論
、
理
論
哲

~ら
寸
¥ーノ「
経
験
一
般
の
可
能
性
は
、

ω
 

「
同
時
に
」
(

N

ロ
m-巳
岳
)
自
然
の
普
遍
的
法
則
で
あ
る
。
」

(
向
上
〉

「
汝
の
意
志
の
格
率
が
常
に
「
同
時
に
」

(
N
C
m
r
r
r〉
普
遍
的
立
法
の
原
理
と
し
て
妥
当
し
得
る
よ
う
に
行
為
せ
よ
。
」

(道

徳
哲
学
〉

「
義
務
の
命
令
は
、

(NCm-o-。『〉

神
の
命
令
で
あ
る
。
」

(
宗
教
哲
学
)

「
同
時
に
」

唯
識
論
で
は
、
識
の
転
依
が
「
自
由
|
超
越
性
」

(
批
判
の
原
理
)
を
本
質
と
す
る
点
を
証
覚
し
う
る
な
ら
ば
、

「
批
判
の
中
道
」

は
唯
識
の
中
道
と
照
応
し
対
応
し
う
る
。

し
か
も
唯
識
・
中
道
は
認
識
を
介
し
て
端
的
に
短
絡
的
に
解
脱
(
識
の
実
践
的
真
実
体
の
現

成
〉
を
目
ざ
し
て
い
る
。

し
か
し
批
判
哲
学
で
の
「
批
判
の
中
道
」

は
、
批
判
的
認
識
論
の
先
験
的
真
理
の
開
示
を
、
第
一
義
的
に
目

認識の真理性

ざ
し
て
い
る
。
そ
し
て
先
験
的
真
理
は
認
識
の
本
質
構
造
の
開
示
に
現
成
す
る
。

こ
の
段
階
で
は
、
未
だ
実
践
的
真
実
体
の

R
-
z
-
J
、

争
J
J
j
I
L

開
示
で
は
な
い
か
ら
、

「
心
術
の
革
命
」
と
解
脱
へ
の
道
は
未
だ
遠
い
。

こ
の
点
で
、
両
者
の
目
的
の
次
元
・
領
域
・
階
位
の
相
違
が

あ
る
。
と
は
い
え
、
批
判
の
中
道
で
は
、
認
識
に
お
け
る
真
理
を
明
確
に
す
る
や
、
直
ち
に
こ
れ
を
介
し
て
、
改
め
て
純
粋
理
性
(
理

(
そ
の
他
の
問
題
も
論
究

論
的
理
性
〉
の
批
判
の
構
造
の
も
と
に
『
実
践
理
性
批
判
』
と
『
単
な
る
理
性
の
限
界
内
に
お
け
る
宗
教
』

9 



も
〉
の
全
理
性
の
批
判
へ
と
、
批
判
哲
学
は
進
展
せ
し
め
ら
れ
る
。

し
か
も
、
完
成
さ
れ
た
全
批
判
哲
学
の
立
場
に
立
て
ば
、
批
判
の

10 

中
道
は
、

一
方
で
は
認
識
の
真
理
の
確
立
と
認
識
の
誤
謬
か
ら
の
超
脱
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
知
慧
に
基
づ
く
実
践
的
真
実
体
(
最
高

善
と
、
道
徳
的
信
仰
に
よ
る
根
源
的
最
高
普
(
神
)
〉
の
確
立
と
、

「
同
時
に
」

(NCm-o-の
『
)

迷
妄
、
煩
悩
、
欲
情
、
根
本
悪
か
ら
の

超
脱
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
良
心
に
よ
っ
て
悔
い
改
め
ら
れ
た

同
時
に

(
N
a
Eの
ご
「
道
徳
的
信
仇
」

(
B
2巳
宮
島
2
2
2
rゆ
る
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
唯
識
に
お
け
る
「
転
依
」
に
も
該
当
す
る
。

「
心
術
の
革
命
」
〈
河
ぬ
ぐ
己
丘
町
ロ

E
L
2
0
2
E
E
E
m〉
に
し
て
、

し
た
が
っ
て
批
判
哲
学
で
は
、

「
認
識
と
実
践
」
と
は
、
単
に
分
離
さ
れ
分
裂
さ
れ
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
異
質
的
両
極
に
あ
っ
て
、

同
時
に
、
両
者
の
相
互
限
定
関
係
と
相
依
相
関
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
が
批
判
哲
学
の
根
本
構
造
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
批
判
の
中
道

は
「
認
識
と
実
践
」
と
の
「
即
」
構
造
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
最
も
重
要
な
る
一
つ
の
問
題
に
注
目
す
れ
ば
、

あ
っ
て
、
理
論
的
理
性
の
「
先
験
的
自
由
」
と
、

「
自
由
」

の
可
能
性
で

実
践
的
理
性
の

「
実
践
的
自
由
」

と
は
、

不
離
不
即
と
相
互
限
定
関
係
に
あ
る
。

「即」

構
造
は
、

両
者
の
い
ず
れ
も

「
自
由
!
超
越
性
」

の
本
質
に
お
い
て
可
能
で
あ
り
、

中
道
の
構
造
と
し
て
、

「
同
時
に
」

(
N

ロ
m
E岳
〉
を
も
っ
て
批
判
哲
学
を
構
築
し
て
い
る
。

因
み
に
、

理
論
的
自
由
な
く
し
て
は
、
実
践
的
自
由
は
見
失
な
わ
れ
る
。
逆

に
、
実
践
的
自
由
な
く
し
て
は
、
前
者
の
学
的
認
識
作
用
は
可
能
で
は
な
い
。

(
前
者
は
自
然
的
因
果
必
然
性
か
ら
の
超
越
を
い
い
、

後
者
は
傾
向
性
、
煩
悩
、
欲
情
、
根
本
悪
か
ら
の
超
越
を
い
う
。
)

思
う
に
、
唯
識
論
で
は
、
認
識
論
的
立
場
に
あ
っ
て
、

そ
の
目
ざ
す
も
の
は
、
誤
謬
と
虚
妄
か
ら
の
超
脱
と
同
時
に
、
唯
識
論
的
真

理
へ
の
現
成
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
る
に
「
転
依
」
が
目
ざ
す
も
の
は
、
唯
識
論
的
真
理
よ
り
も
、

こ
の
認
識
論
的
立
場
で
の

真
理
を
飛
躍
し
て
、
行
者
の
解
脱
へ
の
超
越
を
目
ざ
し
、
仏
智
、
浬
繋
、
仏
性
で
あ
る
実
践
的
真
実
体
へ
の
超
越
の
道
に
あ
る
。
そ
し

て
認
識
論
か
ら
実
践
論
へ
と
、

両
者
は
簡
易
に
か
つ
短
絡
的
に
直
結
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
立
場
と
論
定
と
の
飛
躍
が
見
ら
れ

る

こ
の
飛
躍
の
生
ず
る
所
以
は
、
認
識
論
的
誤
謬
は
自
己
執
着
に
よ
っ
て
虚
妄
分
別
か
ら
生
ず
る
が
故
に
、

そ
れ
は
煩
悩
で
あ
る
と



断
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
煩
悩
の
源
泉
は
根
本
煩
悩
(
無
明
)
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
先
ず
煩
悩
・
無
明
か
ら
の
超
脱
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
こ
に
実
践
的
立
場
に
転
じ
、
実
践
的
真
実
体
へ
の
超
越
を
断
行
す
る
と
い
う
「
転
依
」
(
忠
E
ヨ
・
志
E
4
3む
の
説
が
究
明
さ

れ
る
。
と
は
い
え
、
唯
識
論
で
も
、
論
理
の
整
合
性
に
従
っ
て
、
先
ず
認
識
論
的
立
場
を
持
続
し
て
進
む
な
ら
ば
、
誤
謬
と
虚
妄
の
非

真
理
か
ら
の
超
越
と
同
時
に
、

そ
の
認
識
の
真
理
へ
の
超
越
が
明
確
詳
細
に
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
真
理
の
本
質
と
構
造
、

確
立
と
現
成
が
、
批
判
の
作
業
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

し
か
る
後
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
実
践
的
立
場
へ
と
進
み
、
根
本
煩
悩
と

虚
偽
か
ら
の
超
越
が
同
時
に
、
実
践
的
真
実
体
へ
の
超
越
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
転
依
」
は
、

v
」

v
」

に
認
識
論
的
真
理
の
開
示
を
踏
ま
え
て
、
実
践
論
的
真
実
体
へ
の
解
脱
と
し
て
成
立
し
、
認
識
と
実
践
と
の
「
即
」
構
造
を
示
す
「
転

依
」
の
現
成
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
可
能
性
は
「
破
邪
・
顕
正
」
の
明
確
な
解
明
に
よ
る
。
そ
れ
が
「
批
判
」
で
あ
る
。

(6) 

批
判
の
学
的
条
件

す
で
に
空
観
と
唯
識
論
に
み
え
る
仏
教
的
中
道
を
一
応
考
察
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
今
や
批
判
哲
学
の
「
批
判
の
中
道
」
を
「
非
A
・

非
ロ
O
ロ
A
」

の
中
道
の
様
式
に
則
っ
て
、
批
判
哲
学
に
お
け
る
、
知
慧
を
内
実
と
す
る
「
学
の
可
能
的
条
件
」
で
あ
る
「
立
場
・
方

法
・
原
理
」

(
他
の
諸
条
件
は
こ
の
三
者
を
基
本
的
条
件
と
し
て
成
り
立
つ
〉
に
つ
い
て
、

認識の真理性

そ
の
中
道
構
造
を
次
の
ご
と
く
示
す
こ
と

関

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
哲
学
は
「
知
慧
の
学
問
」
(
当

5
3
2
E骨
骨
円
当
巳

ωrS〉
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
知
慧

(
者
巳

ω
Z
S
は
究
極
的
に
は
、
「
最
高
善
へ
の
認
識
ハ
自
覚
)
と
意
志
〔
実
践
〕
と
の
一
致
で
あ
ゐ
」
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
批

が
で
き
る
。
け
だ
し
、

②
批
判
の
方
法
、

知
慧
に
つ
い
て
の
①
批
判
の
立
場
、

③
批
判
の
原
理
に
お
け
る
中
道
の
在
り
方
で
あ
る
。

判
の
中
道
は
、

す
な
わ

ち
、
そ
れ
は
「
知
慧
と
学
問
」
の
即
一
性
に
あ
り
、
両
極
の
「
即
日
中
道
に
あ
り
、
批
判
哲
学
の
本
質
構
造
で
あ
る
。

(
学
的
条
件
)
に
基
づ
く
精
密
な
究
明
に
あ
っ
て
は
、
批
判
の
本
質
構
造
は

11 

一
体
、
批
判
哲
学
が
批
判
の
「
立
場
・
方
法
・
原
理
」



究
明
し
得
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
空
性
の
原
理
に
あ
る
と
は
断
言
さ
れ
得
な
い
。

し
か
し
そ
れ
ら
の
諸
成
素
か
ら
な
る
各
々
の
本
質
構

12 

造
を
正
し
く
捉
え
て
、

そ
の
諸
成
素
を
相
互
限
定
、
相
互
依
存
、

そ
し
て
相
互
統
合
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
成
素
か
ら
な
る
本
質
構
造

を
構
成
し
た
と
き
、
そ
こ
に
批
判
哲
学
は
「
知
慧
の
学
問
」
と
し
て
純
粋
理
性
の
「
先
天
的
綜
合
的
判
断
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
そ

し
て
正
当
な
る
認
識
の
真
理
性
を
現
成
す
る
。

か
く
て
、
批
判
哲
学
も
「
即
」
構
造
の
空
・
中
道
に
お
い
て
、
認
識
の
全
一
的
本
質
的

構
造
は
解
明
さ
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
、

「
真
空
即
妙
有
」
の
中
道
の
世
界
が
現
前
す
る
。

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、

τコ円、B
J1iCl'、

に
」
経
験
の
対
象
の
可
能
性
の
制
約
で
あ
る
。

「
経
験
一
般
の
可
能
性
の
制
約
は
、

ま
た
先
天
的
綜
合
的
判
断
に
よ
っ
て
客
観
的
妥
当
性
を
有
す
る
。
」
と
述
べ
ら

「
同
時

識
の
全
一
的
本
質
構
造
は
「
あ
ら
ゆ
る
綜
合
的
判
断
の
最
高
原
理
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

故
に
、

れ
る
。
こ
の
「
同
時
に
」
(

N

ロ
札
巳
岳
〉

の

「
即
」
構
造
は
、

「
経
験
一
般
の
可
能
性
の
制
約
」
と
「
経
験
の
対
象
の
可
能
性
の
制
約
」

と
の
両
極
の
中
道
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
即
」
構
造
は
、
唯
識
哲
学
の
立
場
に
立
て
ば
、
空
性
の
原
理
に

お
い
て
可
能
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
批
判
の
中
道
は
ま
た
空
性
を
中
極
と
し
、
空
・
中
道
を
根
源
と
す
る
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
カ
ン
ト
は
「
空
」
(
古
ロ
ヨ
)
に
つ
い
て
は
何
ご
と
も
述
べ
て
は
い
な
い
。
批
判
哲
学
は
カ
ン
ト
の
創
建
に
よ

る
。
時
代
は
、
未
だ
「
空
」
が
西
洋
近
代
哲
学
に
と
っ
て
無
縁
の
思
想
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
批
判
の
「
学
的
条
件
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
が
、
角
度
を
変
え
て
今
一
度
述
べ
て
お
き
た
い
。

① 

批

判

の

立

場

哲
学
は
、
何
ら
か
の
或
る
立
場
に
立
っ
て
、

「
知
慧
の
学
問
」
と
し
て
思
索
さ
れ
論
究
さ
れ
る
。

し
か
し
批
判
哲
学
が
立
つ
こ
の
批

判
の
立
場
は
、
両
極
に
立
ち
、
分
裂
し
抗
争
す
る
異
な
る
立
場
に
立
つ
思
想
・
学
説
・
主
義
の
乱
立
せ
る
地
平
に
あ
る
。

し
か
も
、
、，
、ー・・

の
両
極
の
地
平
を
垂
直
に
超
え
る
中
極
に
立
っ
て
、
両
者
を
検
討
し
吟
味
し
批
判
す
る
が
、

こ
こ
に
真
正
の
哲
学
を
求
め
る
公
明
正
大

に
し
て
真
実
な
る
立
場
が
あ
る
。
こ
の
批
判
の
立
場
は
、
対
立
す
る
両
者
を
結
ぶ
単
な
る
平
凡
な
、
世
に
い
う
中
間
や
折
衷
や
経
路
の



ご
と
き
も
の
で
は
な
く
、
真
正
に
し
て
公
正
な
中
道
の
立
場
で
あ
る
。
そ
れ
は
偏
狭
な
特
定
の
立
場
を
超
え
た
「
無
立
場
の
立
場
」
で

あ
る
。
批
判
の
「
立
場
」
は
、
局
限
さ
れ
偏
民
間
せ
る
特
定
の
立
場
を
超
え
る
限
り
、

し
か
も
そ
れ
が
公
明
正
大
で
あ
る
点
で
は
、
消
極

的
に
は
、

「
無
立
場
の
立
場
」
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
積
極
的
に
は
、
批
判
の
「
立
場
」
は
公
正
に
し
て
深
遠
な
る
「
自
由

ー
超
越
性
」
を
本
質
と
す
る
「
中
極
の
立
場
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
果
し
な
く
相
争
う
「
形
而
上
学
の
戦
場
」

に
「
永
遠
平
和
」
を
与
え
る
、

「
自
由
を
根
拠
と
す
る
理
性
」
の
先
験
的
自
覚
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
中
道
の
立
場
は
、
対
立
矛
盾
に

迷
惑
せ
る
「
独
断
論
と
懐
疑
論
」

「
合
理
論
と
経
験
論
」

「
形
而
上
学
と
実
証
論
」
の
両
極
の
聞
を
聡
越
す
る
、
高
次
元
の
中
極
(
頂

極
)
を
核
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
批
判
の
立
場
は
、
分
裂
と
対
立
矛
盾
に
あ
る
両
極
を
、
批
判
と
思
慮
に
よ
っ
て
否

定
し
拒
絶
し
超
越
す
る
「
非
独
断
論
・
非
懐
疑
論
」
の
中
道
、

「
非
合
理
論
・
非
経
験
論
」
の
中
道
、

「
非
形
而
上
学
・
非
実
証
論
」

の
中
道
に
あ
る
こ
と
を
言
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
批
判
の
立
場
と
は
、
虚
妄
な
る
対
立
・
対
抗
せ
る
諸
立
場
の
思
想
を
批
判
し
、

自
己
執
着
に
陥
り
、

染
汚
せ
る
立
場
か
ら
自
由
に
基
づ
き
清
浄
な
る

へ
と
超
え
る
超
越
的
な
先
験
的
な
立
場
で
あ

「
高
次
の
中
極
」

る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
立
場
は
「
有
」
の
立
場
で
も
な
く
、

「
非
有
・
非
無
」
の
空
・
中
道
の
立
場
で

「
無
」
の
立
場
で
も
な
く
、

あ
り
、
両
極
の
聞
を
超
え
た
中
極
の
立
場
で
あ
り
、
空
性
の
立
場
で
あ
る
。
空
・
中
道
は
、
空
性
を
立
場
と
し
、
中
極
を
基
軸
と
す
る

道
程
で
あ
り
、
軌
道
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

「
非
立
場
・
非
無
立
場
」
の
「
立
場
」
の
空
・
中
道
で
あ
っ
て
、

「
即
」
構
造
の
立

場
、
そ
の
諸
成
素
の
相
互
限
定
、
相
互
依
存
、
相
互
関
与
に
な
り
た
つ
空
・
中
道
の
立
場
で
あ
る
。
批
判
の
立
場
は
公
明
正
大
に
し
て

認識の真理性

真
実
で
あ
り
、
誤
謬
も
虚
偽
も
不
正
も
な
い
中
道
の
立
場
で
あ
り
、
中
極
の
立
場
で
あ
る
。

② 

批
判
の
方
法

批
判
の
方
法
は
、
こ
の
批
判
哲
学
が
認
識
(
ま
た
実
践
)
の
事
態
と
構
造
を
究
明
し
、
そ
の
先
験
的
(
超
越
論
的
)

(
先
天
的
・
綜

合
的

l
超
越
的
)
真
理
、

(
実
践
的
に
は
道
徳
・
宗
教
の
真
実
体
〉
を
開
示
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
。
こ
こ
に
批
判
の

13 



「
立
場
」
は
そ
の
真
理
究
明
の
た
め
の
「
方
法
」
を
呼
び
、
批
判
の
「
立
場
の
中
道
」
は
、

ま
た
「
方
法
の
中
道
」
を
求
め
る
。
そ
の

14 

方
法
は
、

純
粋
理
性
の
反
省
と
自
覚
に
基
づ
く
が
、

そ
れ
は
純
粋
理
性
の
自
己
直
観
と
し
て
の

「
本
質
直
観
」

と
純
粋
思
惟
の

「分

析
的
方
法
」

(
「
即
」
中
道
に
お
い
て
綜
合
的
方
法
に
相
即
す
る
)
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
直
観
(
〉
ま
岳
山
口

gm)
こ
ま
、

b
v
L
V
 

経
験
的

合
目
立
門
戸
切
の
ご
直
観
と
知
的

(
E
E
r
r
z
o
g
直
観
と
が
あ
っ
て
、

こ
の
両
極
者
は
相
互
に
対
立
し
抗
争
す
る
が
、

両
者
は
認
識

の
本
質
構
造
の
把
握
作
用
と
し
て
は
否
定
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
前
者
は
蓋
然
的
、
懐
疑
的
で
あ
り
、
後
者
は
独
断
的
、
神
秘
的
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
経
験
的
直
観
と
知
的
直
観
と
の
両
極
端
の
中
極
(
頂
極
)
に
は
、
本
質
直
観
(
当

2
8忠
臣
岳
山

EDm〉
が
あ

る。

本
質
直
観
は
純
粋
理
性
の
自
己
直
観
で
あ
り
、

純
粋
統
覚
の
自
覚
で
あ
っ
て
、

認
識
の
本
質
構
造
を
端
的
に
直
接
的
に
把
握
す

る
。
カ
ン
ト
は
経
験
的
直
観
と
知
的
直
観
と
の
対
立
的
判
別
に
お
い
て
、
本
質
直
観
を
「
自
己
直
働
」
と
言
う
。
そ
れ
は
純
粋
統
覚
に

基
づ
く
方
法
で
あ
り
、
根
本
的
方
法
で
あ
る
。
本
質
直
観
の
作
業
は
、
非
本
質
的
な
も
の
を
除
外
す
る
「
排
除
法
」
に
よ
っ
て
、

そ
の

本
質
を
残
余
(
H
N
g
広
告
同
日
)
と
し
て
捉
え
る
。
し
か
し
事
実
に
関
わ
る
経
験
的
直
観
と
の
対
立
に
お
い
て
は
、
本
質
直
観
は
こ
の
感
性

的
な
経
験
的
直
観
を
土
台
と
し
て
可
能
で
あ
っ
て
、
両
者
の
相
互
限
定
関
係
と
相
依
相
関
関
係
の
「
即
」
構
造
に
、
方
法
の
中
道
が
成

立
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
経
験
的
甚
観
郎
本
質
直
観
L

が
、
直
観
的
方
法
の
中
道
で
あ
る
。

こ
こ
に
「
事
実
即
本
質
」
の
事
象
(
あ
る

い
は
『
中
論
』
で
い
う
「
縁
起
」
)
の
「
即
」
構
造
に
立
脚
す
る
中
道
的
構
造
が
捉
え
ら
れ
る
。

次
に
、
本
質
直
観
さ
れ
た
事
象
の
本
質
構
造
は
、
純
粋
思
惟
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
質
構
造
の
そ
の

構
造
成
素
の
把
握
は
、
思
惟
の
分
析
的
方
法
に
基
づ
い
て
い
る
。

し
か
し
分
析
さ
れ
た
ま
ま
の
諸
成
素
の
雑
然
た
る
分
散
状
態
で
は
、

そ
の
本
質
構
造
は
解
明
さ
れ
得
な
い
。

そ
の

「
理
・
解
」

(ω
ロ
m
L
u
i
m〉

さ
れ
た
諸
成
素
は
、
相
互
関
連
と
綜
合
さ
れ
た
統
体
に
お
い

て
「
理
・
会
」
(
∞
吉
正
H
2
2
)
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
分
散
さ
れ
た
諸
成
素
は
、

自
己
の
そ
の
原
構
造
ハ
d
g
R
c
r
z
c

へ
と
綜
合
さ
れ
統
一
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
綜
合
的
方
法
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
分
析
的
方
法
と
綜
合
的
方
法
」
と
は
、
区
別
さ



れ
対
立
を
生
ず
る
と
し
て
も
、
両
者
の
相
依
相
関
に
よ
っ
て
の
み
、
思
惟
の
方
法
は
可
能
で
あ
り
、
か
つ
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

(註
)
l

れ
は
「
分
析
的
方
法
〈
即
〉
綜
合
的
方
法
」
と
し
て
、
思
惟
を
中
心
と
す
る
諸
識
の
「
即
」
構
造
に
お
け
る
中
道
を
な
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
分
別
さ
れ
た
構
造
成
素
と
、

そ
の
成
素
が
統
一
さ
れ
た
構
造
と
は
、

一
体
で
あ
り
、

一
如
で
あ
る
。

(註〉

1

純
粋
思
惟
は
分
析
と
綜
合
と
の
方
法
を
も
っ
。
そ
し
て
批
判
的
方
法
は
思
惟
の
分
析
と
綜
合
と
の
方
法
に
基
づ
く
。
そ
こ
に
認

識
の
構
造
は
、

ω認
識
の
能
力
(
感
性
と
理
性
)
、

ω認
識
の
次
元
(
後
天
性
・
先
天
性
)
、

ω認
識
の
妥
当
性
、

ω認
識
の
対

助
認
識
の
領
域
と
限
界
、

象

に
分
析
さ
れ
る
と
共
に
、

同
時
に
そ
の
各
々
の
構
造
と
そ
の
構
造
成
素
は
関
係
づ
け
ら
れ
綜

合
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
批
判
の
方
法
は
分
析
と
綜
合
と
の
相
互
限
定
的
、
相
互
依
存
的
関
係
を
な
し
、

「
分
析
即
綜
合
」
の

「
即
」
中
道
に
成
り
た
つ
方
法
で
あ
る
。

そ
の
操
作
の
方
法
と
し
て
、

る。

E
.
フ
ヅ
サ
l
ル
(
開
・
出
口
留
め
ユ
)
の
現
象
学
で
は
、
先
験
的
還
元
法
と
形
相
的
還
元
法
と
が
あ
る
が
、
こ
の
還
元
法
の
原
型
に
あ

川
町

つ
て
は
フ
ッ
サ

1
ル
は
カ
ン
ト
か
ら
学
び
と
っ
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
経
験
的
直
観
か
ら
「
空
間
・
時
間
」

(
本
質
)
を
捉
え
、
思
惟
の
判
断
形
式
か
ら
「
範
時
」

一体、

事
象
か
ら
本
質
(
原
理
)

「
還
元
法
」
が
必
要
で
あ

を
捉
え
る
た
め
に
は
、

本
質
直
観
は
、

ハ先

天
的
直
観
の
先
天
的
原
理
)

(
純
粋
悟
性
概
念
〉
を
提
示
し
て
い
る
。
批
判
的

認識の真理性

形
市
上
学
で
は
、
推
論
形
式
か
ら
純
粋
理
性
の
推
理
さ
れ
た
先
験
的
「
理
念
」
(
包
ゆ
る
「
可
想
界
に
お
け
る
可
想
体
へ
の
統
制
的
原
理
」

が
定
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
現
象
界
に
お
い
て
、
現
象
的
対
象
を
構
成
す
る
こ
れ
ら
の
先
天
的
原
理
は
、
不
定
の
ハ
未
構
成
の
)
対
象

(註
)
2

へ
と
投
げ
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
(
投
入
ぬ
)
。
カ
ン
ト
は
こ
の
投
入
法
を
還
元
法
と
共
に
「
実
験
的
方
法
」
と

(
現
象
的
対
象
)

、
}

O

Buw
、4
，

15 



(註〉

2

16 

投
入
法
は
、
認
識
に
お
け
る
事
象
の
対
象
構
成
に
お
い
て
、

そ
の
実
験
的
方
法
と
し
て
、
科
学
的
、
探
究
的
な
方
法
を
同
伴
す

る
。
す
な
わ
ち
、
投
入
法
は
、
多
様
な
る
印
象
・
形
象
の
現
前
に
あ
っ
て
、

「
い
か
な
る
不
定
の
現
象
的
対
象
」
に
対
し
、

そ
の

認
識
能
力
の
所
持
す
る
「
い
か
な
る
先
天
的
形
式
(
先
天
的
原
理
ど
を
、

「
い
か
な
る
経
験
的
質
料
ハ
印
象
・
形
象
〉
」
に
相
応

し
て
投
入
す
る
か
に
あ
る
が
、

し
か
も
そ
の
認
識
が
立
つ
「
い
か
な
る
状
況
(
巴
苫
旦
宮
口
)
」

γ
」
円
口

H
ド

L
9プ
hu

、司、

t
+
p
q
E
J
3
z
u
b
 

に
依
拠
す
る
、

と
い
う
条
件
の
も
と
に
あ
る
。
そ
の
点
で
、
投
入
法
は
、
具
現
的
に
は
、
認
識
対
象
へ
の
「
観
察
、
測
定
、
試
行
錯
誤
に
よ
る
実

験
作
業
と
、

正
当
な
特
定
の
意
味
附
与
作
用
」
が
要
求
さ
れ
る
。

こ
の
先
天
的
原
理
の
投
入
の
方
法
に
よ
っ
て
、

不
定
の
現
象
的
対
象
は
構
成
さ
れ
る
が
、

こ
こ
に
意
味
と
価
値
あ
る
一
定
の
現
象
的

対
象
が
定
立
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、

こ
の
投
入
法
は
対
象
構
成
の
方
法
を
い
う
。
純
粋
思
惟
の
綜
合
的
方
法
は
、

こ
の
対
象
構
成
の

投
入
法
に
同
伴
す
る
。
こ
の
操
作
の
も
と
に
、
綜
合
的
方
法
は
、
先
天
的
原
理
と
不
定
の
現
象
的
対
象
と
を
、

こ
の
中
道
に
お
い
て
綜

合
し
、
先
天
的
綜
合
的
統
一
を
与
え
る
。
そ
こ
に
先
天
的
形
式
と
経
験
的
質
料
と
は
、
相
互
限
定
的
関
係
に
あ
っ
て
、
「
先
験
的
真
理
」

を
現
成
す
る
。

し
て
み
れ
ば
、
批
判
の
方
法
は
、
還
元
法
と
投
入
法
と
が
、
相
互
限
定
的
関
係
に
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち、

「
還
元
法
即
投
入
法
」
が
「
即
」
構
造
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
本
質
直
観
」
と
「
思
惟
方
法
」

(
分
析
・
綜
合
の

方
法
)
と
が
、
相
互
依
存
と
相
互
協
力
と
相
即
一
体
に
よ
っ
て
、
批
判
の
方
法
は
可
能
と
な
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
こ
に
、
真
実
体
の
究
明
の
た
め
の
批
判
の
中
道
は
、
空
観
中
道
の
様
式
(
「
非
A
・
非

5
ロ
A
」
)
(
空
智
、

無
分
別
知
に
よ
る
)

を
も
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

「
非
認
識
能
力
・
非
認
識
対
象
」
の
中
道
、

「
非
経
験
的
能
力
・
非
先
天
的
能
力
」

の
中
道
、

「
非
経
験
的
直
観
・
非
本
質
直
観
L

の
中
道
、

「
非
分
析
的
方
法
・
非
綜
合
的
方
法
」
の
中
道
、

「
非
本
質
直
観
・
非
思
惟



的
方
法
」
の
中
道
、

「
非
還
元
的
方
法
・
非
投
入
的
方
法
」
の
中
道
、
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
両
極
を
な
す
も
の
は
、

徒
ら
に
拒
否
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
し
て
、
相
互
依
存
的
、
相
互
相
関
的
方
法
の
「
即
」
・
中
道
に
お
い
て
、
空
性
の
原
理
の
も
と
に
、

批
判
の
方
法
を
可
能
な
ら
し
め
る
。

(附〉

因
み
に
、

わ
れ
わ
れ
は
批
判
哲
学
の
「
還
元
法
」
に
、
照
応
さ
せ
て
み
れ
ば
、

「
空
観
と
唯
識
論
」
に
お
い
て
も
-
こ
の
方
法
が
、

そ
の
根
底
に
潜
在
的
に
用
い
ら
れ
、
作
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
両
者
に
想
定
さ
れ
う
る
還
元

法
と
思
惟
の
構
造
分
析
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
考
察
し
表
示
す
る
。

(a) 

空
観
哲
学
の
還
元
法

還
元
法
は
万
象
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
を
そ
の
本
質
へ
と
還
元
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
同
時
に
本
質
以
外
の
他
の
も
の
は
排
除
し
(
排

除
法
)
、

心
識
主
体
の
有
す
る
本
質
直
観
と
思
惟
の
構
造
分
析
に
よ
っ
て
、
事
象
の
そ
の
本
質
構
造
を
解
明
す
る
。

空
観
で
は
、
二
重
の
還
元
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
の
本
質
を
捉
え
、
そ
の
構
造
成
素
を
分
析
す
る
。

(1) 

縁
起
へ
の
還
元
(
主
観
的
還
元
)

知
覚
的
主
観
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
万
象
の
事
象
は
、

「
縁
起
」

(
事
象
の
本
質
)

一体、

「
縁
起
」
と
は
、

へ
と
還
元
さ
れ
る
。

「
因
縁
・
生
起
」
の
略
語
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
仏
教
の
基
本
的
思
考
法
の
根
拠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
縁
起
は
、

一
方
で
は
現
象
体
の

認識の真理性

生
成
(
生
起
・
消
滅
〉
を
意
味
し
、
他
方
で
は
、

そ
し
て
両
者
の
相
互
隈
定
的
相
互
依
存

そ
の
生
滅
を
と
ら
え
る
因
縁
法
を
意
味
し
、

関
係
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
生
成
と
は
、

万
有
の
現
象
体
の
「
生
起
・
消
滅
」
の
流
転
変
易
で
あ
り
、
そ
の
印
象
・
形
象
の
「
有

無
交
替
」
の
変
転
性
に
あ
る
が
、
永
遠
に
し
て
不
動
不
変
な
る
実
体
を
有
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
「
非
生
・
非
滅
」
「
非
有
・
非
無
」

の
「
無
自
性
」
に
あ
る
。
縁
起
は
ま
た
一
切
の
事
象
が
他
者
と
の
関
係
を
縁
(
条
件
)
と
し
て
生
起
し
消
滅
す
る
が
、
こ
の
現
象
体
は

17 



無
数
の
原
因
と
条
件
(
縁
)
が
相
互
限
定
と
相
互
依
存
に
あ
る
関
係
に
成
立
す
る
。
そ
し
て
そ
の
原
因
や
縁
が
な
く
な
れ
ば
、
結
果
は

18 

お
の
ず
か
ら
消
滅
し
、
決
し
て
自
存
せ
ず
、
独
立
不
易
の
実
体
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
因
縁
性
を
究
明
し
、
そ
の
原
因
や
縁
を
除
去
す

れ
ば
、
現
象
体
は
実
体
な
き
も
の
と
し
て
「
無
自
体
」
で
あ
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
、

こ
こ
に
凡
夫
は
事
象
か
ら
解
放
さ
れ
煩
悩
か
ら
解

脱
さ
れ
る
。

か
く
し
て
「
縁
起
」
は
そ
の
根
源
に
「
無
自
性
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

(2) 

無
自
性
へ
の
還
元
(
形
相
的
還
元
)

一体、

万
象
の
現
象
体
の
本
質
構
造
は
、

先
ず
縁
起
(
生
成
即
因
縁
法
)
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
れ
は
実
体
(
永
遠
、

不
滅
、

不

動
の
自
性
)
な
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
生
成
(
生
・
滅
の
交
替
〉
が
な
け
れ
ば
、
因
縁
性
(
因
果
連
続
性
)
は
空
転
し
て
存
立
し
得

ず
、
逆
に
因
縁
性
が
な
け
れ
ば
、
生
成
で
の
生
起
と
消
滅
の
変
動
性
は
捉
え
ら
れ
得
な
い
。
両
者
は
相
依
相
関
的
関
係
に
あ
る
。

し
た

が
っ
て
縁
起
は
生
成
と
因
縁
法
と
の
両
極
の
聞
を
超
え
た
中
極
に
あ
っ
て
「
無
自
性
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
「
生
成
即
因
縁
性
」
の

空
・
中
道
に
あ
る
こ
と
が
、
還
元
に
よ
っ
て
本
質
直
観
さ
れ
る
。
こ
の
空
・
中
道
は
空
観
で
は
「
八
不
中
道
」

「
空
・
仮
・
中
」
(
『
中

論
』
)
と
し
て
詳
細
に
論
究
さ
れ
構
造
分
析
が
行
な
わ
れ
る
。

但
し
、
空
観
で
は
、
批
判
哲
学
が
と
く
「
空
間
・
時
間
L

(
純
粋
感
性
的
直
観
で
あ
っ
て
、
生
成
す
る
現
象
体
の
可
能
性
の
先
天
的

原
理
で
あ
る
〉

の費一一充、

ま
た

「
因
果
性
」

(
純
粋
悟
性
概
念
、

す
な
わ
ち
範
鴎
で
あ
っ
て
、

意
味
の
可
能
性
の
先
天
的
原
理
で
あ

る
〉
の
還
元
は
見
出
さ
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
両
哲
学
の
立
つ
次
元
の
相
違
が
窺
わ
れ
る
。
け
だ
し
、
批
判
哲
学
は
、
現
象
体
に
お
け

る
「
経
験
的
質
料
と
先
天
的
形
式
」
と
の
綜
合
的
統
一
に
成
立
し
、

そ
の
先
験
的
論
理
に
基
づ
き
、

「
先
天
的
綜
合
的
判
断
」
の
可
能

性
の
原
理
を
定
立
す
る
。

、、I
J
L
U
 
，，，目、、

唯
識
哲
学
の
還
元
法

唯
識
哲
学
も
ま
た
「
主
観
的
還
元
」
と
「
形
相
的
還
元
」
と
の
二
重
の
還
元
法
に
基
づ
い
て
、

万
有
の
事
象
の
そ
の
本
質
を
主
体
の



本
質
直
観
に
よ
っ
て
捉
え
、
残
余
の
他
は
除
去
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
思
惟
の
分
析
法
に
よ
っ
て
、

そ
の
本
質
構
造
は
諸
成
素

に
分
析
さ
れ
る
。

、、E，，
'
E
A
 

，，，.‘、

心
識
へ
の
還
元
(
主
観
的
還
元
〉

そ
の
「
主
観
的
還
元
」
で
は
、
万
有
の
事
象
は
空
観
の
「
縁
起
」
よ
り
も
い
っ
そ
う
深
い
次
元
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
主

体
の
内
部
知
覚
と
自
己
意
識
と
の
本
質
直
観
に
よ
っ
て
、

「
心
識
」

へ
と
還
元
さ
れ
る
。
こ
こ
に
世
界
は
す
べ
て
心
識
を
本
質
と
し
て

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
本
質
構
造
を
詳
細
に
徹
底
的
に
分
析
し
て
、
そ
の
構
造
成
素
を
露
呈
す
る
。

こ
の
「
心
識
へ
の
還
元
」
で
は
、
以
下
の
ご
と
く
、
そ
の
「
心
識
の
構
造
分
析
」
に
基
づ
き
、
そ
こ
に
成
立
す
る
「
認
識
の
構
造
」
が

分
析
さ
れ
、
そ
こ
に
現
成
す
る
「
真
理
性
」
が
開
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
認
識
の
真
理
性
に
基
づ
い
て
、

「
転
依
」

(
転
識
得
智
」
を
確

立
し
、
実
践
的
立
場
へ
と
転
じ
て
、
信
行
者
の
修
道
と
回
向
心
を
確
立
す
る
。
こ
れ
ら
の
過
程
を
極
く
簡
潔
に
示
せ
ば
、
次
の
如
く
で

あ
る
。。

心
識
の
構
造
分
析

①
心
識
の
諸
成
素
聞
の
対
立
的
・
相
関
的
構
造

②
心
識
の
「
種
子
・
現
行
」
間
の
円
環
的
循
環
の
関
係
構
造

O
認
識
の
構
造
分
析

認識の真理性

①
認
識
の
「
見
分
!
相
分
」
に
お
け
る
志
向
的
関
係
構
造

②
真
理
性
の
現
成
(
「
唯
識
無
境
」
に
立
つ
対
象
構
成
説
)

。
転
依
(
転
識
得
智
〉
の
確
立

①
転
依
の
構
造
(
「
分
別
知
即
無
分
別
智
L

の
確
立
)
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②
実
践
的
悟
道
の
確
立
(
「
煩
悩
即
菩
提
」

「
無
常
即
浬
繋
」
の
確
立
)

20 

思
う
に
、
唯
識
論
の
心
識
と
認
識
は
、
空
観
の
縁
起
と
同
じ
く
、
経
験
的
認
識
論
の
立
場
に
あ
っ
て
、

「
経
験
的
綜
合
的
判
断
」
の

可
能
性
の
本
質
構
造
に
成
立
す
る
。
し
か
し
批
判
哲
学
で
は
、
現
象
・
印
象
形
象
を
認
識
の
経
験
的
質
料
と
す
る
が
、

そ
の
先
天
的
形

式
の
原
理
は
「
空
間
・
時
間
と
範
嬬
L

で
あ
り
、
先
験
的
認
識
と
先
験
的
論
理
の
立
場
に
あ
っ
て
、

「
先
天
的
綜
合
的
判
断
L

の
可
能

性
の
根
源
的
根
拠
が
究
明
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
両
哲
学
の
異
質
的
・
異
次
元
的
相
違
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(2) 

唯
識
実
性
へ
の
還
元
(
形
相
的
還
元
)

「
心
識
へ
の
還
元
」
か
ら
進
ん
で
、

心
識
の
「
唯
識
無
境
L

に
あ
る
そ
の
存
在
性
(
そ
の
在
り
方
と
し
て
の
「
妄
有
・
仮
有
・
真

有
」
)
へ
と
還
元
さ
れ
、

そ
の
本
質
構
造
が
こ
こ
に
本
質
直
観
さ
れ
、

思
惟
の
構
造
分
析
が
試
み
ら
れ
る
。

そ
れ
は
「
形
相
的
還
元
」

で
あ
る
。
以
下
に
示
す
ご
と
く
、

「
唯
識
三
性
」
、

「
唯
識
三
無
性
」
、

そ
し
て
両
者
の
相
依
相
関
構
造
を
可
能
な
ら
し
め
る
「
唯
識
・

中
道
」
が
空
性
の
原
理
の
も
と
に
確
立
さ
れ
る
。
こ
れ
を
簡
潔
に
示
せ
ば
、

。
唯
識
コ
一
性
の
構
造
分
析

①
一
二
性
に
お
け
る
対
立
的
・
相
関
的
構
造

②
三
性
の
中
道

。
唯
識
コ
一
無
性
の
構
造
分
析

①
三
無
性
に
お
け
る
対
立
的
・
相
関
的
構
造

②
三
無
性
の
空
・
中
道

。
唯
識
・
中
道
の
確
立

①
「
三
性
即
一
二
無
性
L

の
「
即
」
構
造
の
確
立



②
「
転
依
」
に
よ
る
唯
識
・
倍
道
の
確
立
(
無
明
の
転
捨
・
真
如
の
転
得
)

⑨
批
判
の
原
理

こ
こ
に
、
批
判
の
「
立
場
」
と
「
方
法
」
と
の
相
関
関
係
に
成
立
す
る
の
は
、
批
判
の
「
原
理
」
で
あ
る
。
批
判
の
中
道
に
立
つ
立

場
と
、
吟
味
L
確
認
す
る
そ
の
方
法
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
確
固
た
る
原
理
は
、

ま
た
「
批
判
・
中
道
の
原
理
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

抗
争
す
る
両
極
に
立
つ
哲
学
の
も
つ
原
理
を
、
真
の
批
判
の
中
極
(
頂
極
)
か
ら
垂
直
に
限
定
し
、
批
判
を
下
す
。
そ
し
て
両
極
の
中

聞
に
み
え
る
誤
れ
る
日
常
性
の
地
平
を
観
察
し
、

そ
の
誤
謬
を
究
明
す
る
が
、
こ
の
批
判
に
依
拠
す
る
そ
の
中
極
の
原
理
に
よ
っ
て
、

認
識
も
実
践
も
構
成
さ
れ
る
。
そ
こ
に
認
識
の
真
理
と
実
践
へ
の
真
実
と
が
現
成
す
る
。

一
体
、
公
明
正
大
な
批
判
の
判
決
が
下
さ
れ
る
哲
学
の
原
理
に
は
、
単
な
る
経
験
論
の
「
経
験
的
原
理
」
が
あ
り
、
合
理
論
や
実
体

形
市
上
学
で
の
「
生
得
的
原
理
」
が
あ
る
。
し
か
し
批
判
の
原
理
は
、
諸
対
立
的
哲
学
の
も
つ
原
理
の
日
常
性
と
誤
謬
性
を
、
そ
の
中

極
に
超
越
し
て
、
そ
の
頂
極
よ
り
両
極
の
地
平
に
向
っ
て
、
垂
直
的
に
厳
密
に
検
討
し
吟
味
し
て
、
事
態
の
構
造
成
素
に
対
し
て
、
各

各
の
的
中
す
る
正
当
な
諸
哲
学
的
原
理
を
判
定
し
判
決
を
下
す
。
こ
の
批
判
の
原
理
は
、
批
判
的
中
道
の
原
理
で
あ
る
。
そ
れ
は
批
判

の
中
道
に
立
つ
明
確
な
る
純
粋
理
性
自
身
の
純
粋
覚
醒
で
あ
り
、
哲
学
的
原
理
を
求
め
て
本
質
直
観
と
純
粋
思
惟
の
方
法
を
提
示
す
る

純
粋
統
覚
の
「
先
験
的
原
理
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
公
正
な
哲
学
の
構
造
成
素
の
そ
れ
ぞ
れ
の
原
理
を
構
成
す
る
最
高
原
理
、

「
一
切
の

認識の真理性

一
切
の
哲
学
と
そ
の
真
理
性
を
確
立
す
る
最
高
原
理
で
あ
る
と

「
同
時
に
」

(
N
d
m
F
W
3
、

心
識
と
認
識
の
最
高
原
理
」
と
し
て
、

「
先
天
的
綜
合
的
判
断
」
を
、
諸
原
理
の
構
成
に
よ
っ
て
可
能
な
ら
し
め
る
「
批
判
に
お
け
る
最
高
原
理
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
純

「
真
理
の
中
道
」
を
構
成
す
る
と
同
時
に
、

粋
統
覚
は
一
切
の
哲
学
と
そ
の
真
理
性
を
確
立
し
、

そ
れ
を
吟
味
確
認
す
る
「
批
判
の
中

道
」
を
成
立
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

21 



こ
の
占
小
で
は
、

唯
識
論
に
お
け
る
ア

l
ラ
ヤ
識
の

自
証
分ω
しー

t土

こ
の
両
者
の
働
き
を
統
合
し
て
、

作
動
す
る
も
の
と
思
わ
れ

22 

る

し
た
が
っ
て
、

純
粋
統
覚
の
批
判
の
先
験
的
自
覚
も
ア

l
ラ
ヤ
識
の
自
証
分
も
共
に
、

哲
学
の

「
真
理
性
〈
即
〉
批
判
性
」

の

「
即
」
構
造
を
有
す
る
最
高
原
理
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
繰
り
返
し
て
言
え
ば
、
哲
学
に
お
け
る
そ
の
真
理
性
の
原
理
は
、

「経

験
的
質
料
と
先
天
的
形
式
」
と
の
相
互
限
定
・
相
関
関
係
と
、
先
天
的
綜
合
的
判
断
の
可
能
性
の

「
真
理
の
中
道
的
原
理
」

で
あ
っ

て、

「
同
時
に
」

(

N

ロ
色
色
。
『
)

そ
の
構
造
成
素
を
な
す
諸
原
理
を
検
討
し
吟
味
し
、
真
偽
の
裁
決
を
下
す

「
批
判
の
中
道
的
原
理
」

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
真
理
性
の
原
理
〈
即
〉
批
判
性
の
原
理
」
の
「
即
」
構
造
が
表
示
さ
れ
る
。
空
・
中
道
、
唯
識
・
中
道
に
お
け

る
真
理
の
中
道
的
原
理
は
、

ま
た
批
判
の
中
道
的
原
理
に
限
定
さ
れ
裁
決
さ
れ
て
、

こ
こ
に
公
明
正
大
に
し
て
厳
然
確
固
た
る
哲
学

(
「
知
慧
の
学
問
」
〉
が
可
能
と
な
る
。

一
体
、
「
知
慧
の
学
問
」
(
当

5
3切
の
宮
骨
骨
門
司
巳

ω
Z
S
に
あ
っ
て
は
、
批
判
が
あ
る
か
ら

真
理
は
開
示
さ
れ
、
現
成
す
る
、
と
同
時
に
真
理
が
あ
る
か
ら
批
判
が
断
行
さ
れ
判
決
が
下
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
真
理
と
批
判

と
は
、
相
互
限
定
的
、
相
互
依
存
的
関
係
に
あ
っ
て
「
即
」
構
造
を
な
す
。
そ
し
て
哲
学
に
お
け
る
認
識
・
実
践
の
真
理
の
最
高
的
原

理
で
あ
り
、

同
時
に
そ
の
批
判
の
根
源
的
原
理
で
あ
る
の
は
、

唯
一
に
し
て
包
越
的
な
純
粋
統
覚
で
あ
り
、

そ
れ
は
「
自
由
l

超
越

性
」
を
本
質
構
造
と
す
る
先
験
的
主
体
と
し
て
働
く
。

し
か
し
空
観
で
も
唯
識
論
で
も
、
認
識
の
真
理
性
を
吟
味
し
確
認
し
裁
決
を
下
す
「
批
判
L

(
学
的
条
件
を
有
す
る
)
の
論
究
は
明

瞭
で
は
な
く
、

ま
し
て
批
判
の
学
的
条
件
と
体
制
は
明
確
に
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
両
者
は
「
空
」
と
「
識
」
に
つ
い
て
の
優
れ
た

認
識
の
真
理
性
(
さ
ら
に
実
践
の
真
実
性
)
の
そ
の
本
質
構
造
の
卓
越
せ
る
研
究
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
研
究
の
も
と
に
あ
る
「
批

判
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
何
ら
論
究
さ
れ
て
い
な
い
、

と
忠
わ
れ
る
憾
み
が
残
る
。

し
か
し
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
古
代
・
中
世
・
近

世
に
お
け
る
西
欧
の
諸
哲
学
が
論
究
さ
れ
る
真
理
性
は
、

「
批
判
哲
学
」
の
確
立
に
よ
っ
て
究
明
さ
れ
確
認
さ
れ
、
そ
の
批
判
の
学
的

条
件
の
も
と
に
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。

〈
拙
著
「
カ
ン
ト
哲
学
の
基
本
問
題
』
第
一
部
、
本
論
、
第
二
論
究
、
第
四
章
「
カ
ン
ト
哲



学
に
お
け
る
伝
統
と
独
創
と
の
交
差
」
参
照
)
こ
こ
に
近
代
哲
学
の
大
偉
業
が
果
さ
れ
た
。
そ
し
て
独
断
的
形
而
上
学
と
懐
疑
的
経
験

論
と
を
否
定
(
否
定
的
批
判
〉
し
、

両
者
に
働
ら
く
異
質
的
原
理
の
相
互
限
定
的
・
相
依
相
関
的

両
者
を
超
越
す
る
と
「
同
時
に
」
、

「
即
一
性
」
が
肯
定
(
肯
定
的
批
判
)
さ
れ
、
そ
の
中
極
に
開
示
さ
れ
た
。
こ
こ
に
批
判
哲
学
の
寸
真
の
中
道
」
が
、

「
真
理
性
即
批

判
性
」
の
「
即
」
中
道
に
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

再
言
す
れ
ば
、

「
批
判
の
中
道
」
は
、
世
界
認
識
の
日
常
的
な
地
平
に
あ
っ
て
、
仏
教
の
「
空
性
の
原
理
」
に
相
応
す
る
原
理
を
基

軸
と
し
て
存
立
す
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
し
か
も
そ
の
原
理
は
認
識
構
成
の
中
核
と
し
て
働
く
「
批
判
の
原
理
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
純
粋
統
覚
の
原
理
で
あ
る
。
こ
の
日
常
的
地
平
と
両
極
を
否
定
的
に
批
判
す
る
こ
の
原
理
は
、
同
時
に
中
道
の
中
極
(
頂
極
)

と
し
て
、
そ
の
両
極
を
垂
直
的
に
超
越
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
肯
定
的
に
批
判
す
る
。
純
粋
理
性
は
、
こ
の
地
平
の
両
極
を
誤
れ

る
思
想
と
し
て
批
判
す
る
と
同
時
に
、
相
互
限
定
、
相
互
依
存
の
相
関
構
造
に
あ
る
そ
の
中
極
を
、
公
明
正
大
な
る
中
道
(
規
範
、
道

諦
、
道
理
の
真
実
道
)
と
し
て
、
正
当
な
る
判
決
を
下
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
経
験
的
質
料
の
原
理
と
先
天
的
形
式
の
原
理
」
と
の

対
立
す
る
両
極
の
相
互
否
定
に
あ
る
否
定
的
批
判
で
あ
り
、

「
同
時
に
」
中
極
に
お
け
る
相
依
相
関
構
造
を
確
認
す
る
肯
定
的
批
判
で

あ
っ
て
、
こ
の
批
判
の
中
道
に
お
い
て
真
正
の
認
識
を
構
成
し
真
理
の
中
道
を
現
成
す
る
。
こ
の
真
の
中
道
に
立
つ
純
粋
理
性
と
は
、

勝
義
の
理
性
と
し
て
の
「
純
粋
統
覚
」
で
あ
る
。
純
粋
統
覚
は
「
自
由
!
超
越
性
」

(
仏
教
の
「
空
性
の
原
理
」
に
相
応
す
る
)
を
本

質
と
す
る
「
中
極
の
原
理
」
に
立
ち
、

「
否
定
的
批
判
即
肯
定
的
批
判
」
と
し
て
働
く
「
批
判
の
中
道
」
の
最
高
原
理
に
し
て
、
同
時

認識の真理性

に
「
経
験
的
質
料
即
先
天
的
形
式
」
と
し
て
の
「
真
理
(
認
識
〉
の
中
道
」
の
根
源
的
原
理
で
あ
る
。

(註〉上述
で
は
、

「
批
判
の
中
道
」
と
「
真
理
(
認
識
)
の
中
道
」
と
の
相
関
構
造
の
根
源
的
原
理
で
あ
る
「
純
粋
統
覚
」
が
解
明
さ

「
批
判
の
中
道
〈
即
〉
真
理
の
中
道
」
の
「
即
」
構
造
の
中
道
が
究
明
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
両
者
の
「
即
」
中
道
の
根
源
的

れ
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原
理
で
あ
る
「
純
粋
統
覚
」

の
有
す
る
重
要
な
特
性
を
要
約
し
て
示
せ
ば
、
次
の
点
に
あ
る
。
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①
「
人
間
的
認
識
全
体
の
最
高
原
理
」

②
「
あ
ら
ゆ
る
原
理
の
根
源
的
立
法
作
用
」

③
「
純
粋
根
源
的
、

不
易
的
意
識
」

③
「
普
遍
的
自
覚
」
に
し
て
、

「
意
識
の
自
己
直
観
(
本
質
直
観
〉
」

⑤
「
一
切
包
越
的
、
全
体
的
、
綜
合
的
統
一
性
」

⑥
「
先
験
的
論
理
の
可
能
性
の
根
拠
」

⑦
「
批
判
の
学
的
条
件
を
確
立
し
、

「
批
判
の
中
道
」

の
根
拠
と

L
て
の
最
高
原
理
」

⑧
「
知
慧
(
最
高
善
へ
の
認
識
と
、
自
由
意
志
と
の
一
致
)
を
学
問
(
問
題
・
立
場
・
方
法
・
原
理
・
体
系
を
条
件
と
す
る
)
に
よ

っ
て
捉
え
ん
と
す
る
「
哲
学
」

(
知
慧
の
学
問
〉
の
先
験
的
|
自
覚
的
主
体
」

思
う
に
、

わ
れ
わ
れ
は
カ
ン
ト
哲
学
に
仏
教
の
根
本
原
理
・
「
空
性
」
を
敢
え
て
要
求
す
る
も
の
で
も
、

単
に
無
差
別
に
想
定
す
る

も
の
で
も
な
い
。

し
か
し
中
道
の
真
理
は
、
古
今
東
西
に
豆
り
、
確
認
さ
れ
て
い
る
一
切
万
象
の
永
遠
絶
対
の
中
極
の
軌
道
で
あ
る
。

こ
の
中
道
原
理
を
最
も
明
確
に
し
、
最
大
の
真
理
と
し
た
の
は
仏
教
で
あ
る
。
原
始
仏
教
(
八
正
道
の
中
道
)
や
部
派
仏
教
(
断
常
二

見
を
離
れ
た
中
道
)
を
深
め
、
中
道
の
要
諦
を
教
学
的
に
論
究
し
、
建
立
し
た
そ
の
学
説
と
思
想
の
焦
点
は
、
空
観
と
唯
識
論
に
見
出

中
道
は
つ
ね
に
重
要
な
思
想
で
あ
る
。
)

さ
れ
る
口

(
大
乗
仏
教
の
発
展
史
の
中
で
、

し
か
も
西
洋
に
お
い
て
も
、

そ
の
思
想
用
語
の

使
用
の
点
で
は
、
古
代
、
中
世
、
近
世
に
及
び
、
中
道
は
や
は
り
重
視
さ
れ
て
い
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
七
賢
人
の
道
歌
(
の

5
・

宮
山
川
〉
の
う
ち
に
、

ソ
ロ
ン
、
(
∞
。
-
。
ロ
)
、

キ
ロ
ン
(
同
E
Fロ)、

タ
レ
ス
(
叶
『
巳
ぬ
る
に
み
ら
れ
、

ク
レ
オ
プ
ロ
ス
(
同

-gr己。
ω
〉
は



「
適
度
(
節
度

E
2
8ロ
)
が
最
善
で
あ
る
」
と
い
う
。
大
哲
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
(
〉
己
浮
。

E
g
)
は
、
中

(
5
2
2
g
)
は
「
頂
極
」

(mr♀
宮
〉
で
あ
る
と
い
う
思
想
を
、
そ
の
道
徳
哲
学
で
語
刷
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
「
三
位
一
体
」
や
「
仲
保
者
」
(
神
人
・
キ
リ
ス

ト
〉
の
な
か
に
は
、

「
中
」
が
そ
の
本
質
や
原
理
と
し
て
、
そ
の
根
底
に
窺
わ
れ
る
(
〉
ロ
mcm片
山

口

C
C。
近
世
の
ド
イ
ツ
観
念
論
者
の

と
く
「
弁
証
法
」
(
ロ
E
F
E
F〉

の
可
能
性
に
は
、

「
真
の
中
道
」
が
そ
の
根
底
に
窺
わ

に
お
け
る
両
極
の
対
極
者
の
「
止
揚
綜
合
」

れ
る
。
そ
れ
は
カ
ン
ト
の
「
批
判
の
中
道
」
か
ら
影
響
を
う
け
て
発
展
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
批
判
の
中
道
」
は
『
純
粋
理
性
批

判
」
に
お
け
る
「
先
験
的
図
式
性
」
「
先
験
的
原
則
」
「
先
験
的
弁
証
性
」
(
と
く
に
「
二
律
背
反
」
(
〉

E
E。
EO)
と
先
験
的
理
念
)

の
章
に
は
、
明
確
に
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
批
判
哲
学
の
最
高
原
理
を
、

(
国
・
同
庁
}
8
2〉

tま

「
他
立
の
原
理
」
(
そ
れ
は

リ
ッ
ケ
ル
ト

「
先
験
的
論
理
」
を
な
す
〉
と
名
づ
け
た
が
、
そ
れ
は
「
超
矛
盾
律
」
(
自
他
同
一
性
)
が
、
「
即
」
構
造

(
A
即

gロ
A
〉
を
な
す
限

り
、
「
批
判
の
中
道
」

の
哲
学
的
原
理
と
し
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
「
他
立
の
原
理
」
の
可
能
性
の
根
源
に
は
「
空

性
の
原
理
」
が
要
請
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
、

こ
の
点
で
「
批
判
」

の
構
造
は
、
純
粋
統
覚
の
包
越
的
、
根
源
的
、
最
高
原
理

の
躍
動
と
し
て
、
自
由
の
原
理
に
基
づ
く
、
公
明
正
大
な
超
越
的
な
自
己
直
観
と
自
己
認
識
の
作
業
と
し
て
、
見
出
さ
れ
う
る
か
ら
で

あ
る
。
と
〈
に
唯
識
の
ア
!
ラ
ヤ
識
は
、
純
粋
統
覚
と
種
々
の
点
で
、
両
者
は
異
質
的
で
あ
り
、
そ
の
働
く
限
界
の
相
違
を
有
す
る
に

も
拘
ら
ず
、
相
通
じ
あ
う
点
が
あ
り
、
両
者
の
と
く
中
道
の
そ
の
中
極
を
、
空
性
に
お
い
て
照
応
す
る
こ
と
を
窺
い
う
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、

ア
l
ラ
ヤ
識
の
形
市
上
学
的
立
場
と
そ
の
論
究
に
は
、
批
判
を
お
し
ま
な
か
っ
た
が
、
批
判
哲
学
の
認
識
論
的
立
場

認識の真理性

に
相
応
す
る
そ
の
唯
識
の
認
識
論
的
論
究
へ
の
わ
れ
わ
れ
の
些
か
な
批
判
に
も
ま
し
て
、

な
お
多
く
の
批
判
す
べ
き
難
問
(
告
。
ュ
と

が
残
存
す
る
こ
と
を
見
出
す
も
の
で
あ
る
。
(
そ
の
難
問
の
一
つ
に
「
種
子
薫
習
」
の
可
能
性
の
根
拠
が
見
ら
れ
る
。
〉

一
体
、
中
道
に
関
し
て
、
空
観
・
唯
識
論
・
批
判
哲
学
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
種
々
の
相
違
点
を
有
す
る
と
し
て
も
、
東
西
の
大
思
想
に

関
心
を
も
っ
研
究
者
に
は
、

「
空
性
の
原
理
」

は
、
関
心
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
原
理
は
、
言
語
や
概
念
を
超
え
る
、
、~

、ー
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の
「
不
可
得
」
な
る
根
源
開

2
1
2
凶

と
し
て
感
得
さ
れ
る
。

し
か
も
「
空
亦
復
空
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
有
限
的
理
性
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的
存
在
者
に
は
、

不
可
解
な
、

し
か
し
清
澄
に
し
て
荘
厳
な
る
謎
と
し
て
、

ま
た
要
望
さ
れ
た
課
題
と
し
て
も
現
前
す
る
の
で
あ
る
。

思
う
に
、
唯
識
論
に
お
い
て
、

そ
れ
が
正
当
に
し
て
厳
密
な
る
哲
学
で
あ
る
た
め
に
は
、

そ
の
「
唯
識
の
中
道
」

(
空
性
の
原
理
に

基
づ
く
)
と
共
に
、

「
批
判
の
中
道
」

(
中
極
の
原
理
、
破
邪
顕
正
の
原
理
に
基
づ
く
〉
を
、
安
易
に
要
望
す
る
の
で
は
な
く
、

わ
れ

わ
れ
は
自
覚
的
に
唯
識
性
の
根
底
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
批
判
哲
学
に
あ
っ
て
も
、

「
批
判
の
中
道
」
と
共
に
、
先
天

的
綜
合
的
判
断
の
「
即
」
構
造
の
可
能
性
を
な
す
「
空
性
の
原
理
」
と
そ
の
空
・
中
道
と
を
、
純
粋
統
覚
の
最
高
原
理
の
奥
底
に
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
唯
識
・
中
道
(
空
性
の
原
理
)
と
批
判
・
中
道
(
中
極
の
原
理
)
と
を
、

そ
の
関
係
構
造
に
お
い
て

み
れ
ば
、
そ
の
異
な
る
立
場
に
執
わ
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
精
確
・
厳
正
を
要
請
す
る
哲
学
的
探
究
は
、

「
空
性
の
原
理
〈
即
〉
中

極
の
原
理
」
に
お
い
て
、

そ
し
て
唯
識
・
中
道
と
批
判
・
中
道
と
を
一
連
の
関
係
に
お
い
て
、

そ
の
認
識
と
真
理
性
の
根
源
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(7) 

ゴ
一
つ
の
「
中
道
」
の
対
比

こ
の
章
を
終
る
に
当
っ
て
、

「
空
・
中
道
」

「
唯
識
・
中
道
」

「
批
判
・
中
道
」
の
三
つ
の
中
道
を
要
約
し
て
、

そ
の
特
性
を
簡
潔

に
示
し
、

か
つ
三
者
の
対
比
を
試
み
る
。

A 

三
者
の
対
比
に
お
け
る
類
向
性

① 

「
空
・
中
道
」

O
「
空
・
中
道
」
で
は
、
す
べ
て
の
「
縁
起
」
に
お
い
て
、

そ
の
構
造
成
素
の
対
立
す
る
両
極
(
有
と
無
、
実
在
と
否
定
、
因
縁
と



生
成
、
現
実
と
可
能
兄
。
・
)
を
弁
別
し
吟
味
し
、
同
時
に
そ
の
両
極
を
中
極
に
お
い
て
統
合
し
判
定
す
る
主
体
は
、
「
空
智
」
(
無
分
別

智
)
で
あ
る
。
し
か
も
空
・
中
道
の
根
源
に
は
、
公
正
に
弁
別
し
統
合
し
、
吟
味
し
判
定
す
る
主
体
の
働
き
と
し
て
「
批
判
」
が
働
い

て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
批
判
の
働
き
は
空
智
を
根
源
と
し
、
空
・
中
道
に
あ
っ
て
、

し
か
も
同
時
に
「
批
判
の
中
道
」
に
基
づ

く
こ
と
が
深
慮
さ
れ
る
。

。
批
判
は
、
縁
起
に
お
け
る
そ
の
構
造
成
素
の
対
立
矛
盾
す
る
両
極
を
「
非
有
・
非
無
」
と
弁
別
し
、

(
他
者
批

「
破
邪
批
判
」

判
)
を
行
う
「
否
定
的
批
判
」

(
矛
盾
律
の
論
理
に
基
づ
き
、
両
極
を
否
定
す
る
判
断
)
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
両
極
を
中
極
に
お
い

て
「
有
即
無
」
と
し
て
統
合
し
、

「
顕
正
批
判
」

(
超
矛
盾
律
(
相
互
限
定
的
自
他
同
一

(
自
己
批
判
)
を
行
う
「
肯
定
的
批
判
」

性
)
の
論
理
(
「
他
立
の
原
理
」
に
基
づ
く
先
験
的
論
理
)
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
「
即
」
構
造
に
あ
る
中
極
に
お
い
て
、
両
極
を

統
合
す
る
「
肯
定
す
る
判
断
」
で
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。

。
し
た
が
っ
て
「
空
・
中
道
」
の
根
底
に
は
、
縁
起
に
お
け
る
両
極
へ
の
否
定
的
論
理
に
立
つ
否
定
的
判
断
と
、
同
時
に
中
極
へ
の

肯
定
的
論
理
に
立
つ
肯
定
的
判
断
と
に
基
づ
き
、

「
批
判
・
中
道
」
が
窺
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
空
・
中
道
」
が
「
否
定
的
判
断
即

肯
定
的
判
断
」
に
基
づ
〈
限
り
、
そ
の
只
中
に
は
、

一
切
の
執
着
と
迷
妄
を
超
え
て
、
公
明
正
大
に
し
て
厳
正
確
実
な
る
「
批
判
・
中

道
」
が
洞
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

② 

「
唯
識
・
中
道
」

認識の真理性

。
「
唯
識
・
中
道
」
で
は
、

「
心
識
」

(
現
行
識
)
の
認
識
構
造
の
最
高
原
理
に
し
て
、

そ
の
主
体
は
「
ア
l
ラ
ヤ
識
」
で
あ
り
、

そ
の
作
用
は
「
自
証
分
」
で
あ
る
。

し
か
も
、

そ
の
認
識
の
構
造
成
素
に
お
け
る
対
立
す
る
両
極
(
主
観
と
客
観
、
見
分
と
相
分
、
心

識
能
力
と
性
境
立
の
・
)
を
弁
別
し
吟
味
し
、
同
時
に
そ
の
両
極
を
垂
直
に
超
越
す
る
中
極
に
お
い
て
統
合
し
、

そ
の
認
識
を
判
定
す
る

根
源
的
主
体
は
、

「
自
証
分
」
と
し
て
働
く
「
ア

l
ラ
ヤ
識
」
で
あ
る
。
総
じ
て
、
唯
識
・
中
道
の
根
底
に
は
「
空
・
中
道
」
が
働
く

27 



が
、
こ
の
根
拠
な
く
し
て
は
、
唯
識
の
認
識
は
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
認
識
を
吟
味
し
判
定
す
る
主
体
と
、
そ
の
唯
識
・
中
道
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の
根
底
に
は
「
批
判
」
の
働
き
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
中
道
に
は
「
批
判
の
中
道
」
が
要
請
さ
れ
う
る
。

O
唯
識
に
成
り
た
つ
認
識
の
関
係
構
造
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
対
立
す
る
両
極
を
弁
別
し
、
破
邪
批
判
(
他
者
批
判
)
を
行
う
否
定
的

批
判
と
同
時
に
、

そ
の
両
極
を
中
極
に
お
い
て
統
合
し
て
顕
正
批
判
(
自
己
批
判
〉
を
行
う
肯
定
的
批
判
と
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て

「
破
邪
批
判
即
顕
正
批
判
」
の
「
即
」
構
造
に
は
「
批
判
・
中
道
」
が
成
立
す
る
。

こ
の
「
批
判
・
中
道
」
の
も
と
に
、

「
三
性
即

無
性
」

の
唯
識
・
中
道
は
可
能
で
あ
る
。
唯
識
・
中
道
は
分
別
構
造
に
お
い
て
は
「
分
別
知
即
無
分
別
智
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
根
底
に
は
、

「
空
・
中
道
」
と
な
お
、

「
破
邪
即
顕
正
」
に
よ
る
「
批
判
の
中
道
」
の
働
き
が
窺
わ
れ
う
る
。

O
唯
識
に
お
い
て
、
現
行
識
の
働
き
の
中
に
み
ら
れ
る
迷
妄
識
へ
の
否
定
的
批
判
と
、
同
時
に
そ
の
正
常
識
へ
の
肯
定
的
批
判
と
を

行
う
の
は
、

認
識
の
真
理
性
を
開
示
す
る
ア
!
ラ
ヤ
識
と
そ
の

「
自
証
分
」

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

こ
の
唯
識
・
中
道
の
根
底
に

t工

「
否
定
的
判
断
即
肯
定
的
判
断
」

(
あ
る
い
は

「
分
別
知
即
無
分
別
智
」
)
が
な
り
た
つ
が
、

そ
こ
に
は
認
識
の
真
理
性
を
限
定

す
る
厳
密
な
る
学
的
条
件
(
批
判
の
立
場
・
方
法
・
原
理
)
に
基
づ
く
、
公
明
正
大
な
る
「
批
判
・
中
道
」
が
不
可
欠
的
条
件
と
し
て

要
請
さ
れ
る
。

し
か
し
こ
の
要
請
は
唯
識
で
は
未
完
に
と
ど
ま
る
。
あ
る
い
は
未
定
で
あ
る
。

。
唯
識
論
で
は
、
認
識
の
可
能
性
の
根
源
に
関
し
て
、

そ
の
認
識
能
力
の
根
源
や
、
認
識
対
象
の
第
一
原
因
を
ア

i
ラ
ヤ
識
の
産
出

力
に
求
め
、

そ
の
認
識
論
に
相
応
す
る
「
種
子
・
形
而
上
学
」
が
構
築
さ
れ
る
。
こ
の
形
而
上
学
で
も
、
種
子
識
の
こ
の
可
想
的
な
産

出
力
と
、
現
行
識
の
現
象
的
な
被
造
者
と
の
聞
の
因
果
関
係
に
関
し
て
も
、

そ
こ
に
は
、
両
極
へ
の
弁
別
と
吟
味
、

「
同
時
に
」
中
極

へ
の
統
合
と
判
決
に
お
い
て
、

「
産
出
力
即
被
造
者
」
の
唯
識
・
中
道
が
見
出
さ
れ
る
が
、

そ
れ
も
ま
た

「
空
・
中
道
」
を
根
拠
と

す
る
。

さ
ら
に
、

そ
の
両
極
へ
の
「
否
定
的
批
判
」

(
破
邪
批
判
)

と
同
時
に
、

中
極
へ
の
「
肯
定
的
批
判
」

(
顕
正
批
判
)
が
働

き
、
そ
こ
に
は
両
者
の
「
即
」
構
造
と
相
互
依
存
的
相
関
関
係
が
成
立
す
る
。

し
た
が
っ
て
、

こ
の
「
否
定
的
批
判
即
肯
定
的
批
判
」



(
「
破
邪
批
判
即
顕
正
批
判
」
〉
と
し
て
働
く
「
批
判
の
中
道
」
が
、

こ
の
「
種
子
・
形
而
上
学
」
で
の
「
産
出
力
即
被
造
者
」
の
唯

識
・
中
道
の
根
底
に
窺
わ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
種
子
・
形
而
上
学
」
に
対
し
て
、
公
明
正
大
な
「
批
判
」
は
、
種
子

し
か
し
、

識
を
第
一
原
因
と
す
る
「
無
か
ら
の
産
出
」

(krcmgZロ
5
が
と
く
神
学
的
な
「
R
g
z
。
日
巳
E
F」
に
相
応
す
る
)
に
つ
い
て
、

ま
た
種
子
識
と
現
行
識
と
の
問
の
因
果
律
の
使
用
の
正
否
と
限
界
と
そ
の
越
境
に
つ
い
て
、
探
究
者
に
と
っ
て
は
厳
し
い
難
問
公

3
・

ュ
る
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
と
も
な
り
、

こ
の
形
而
上
学
の
可
能
性
に
危
慎
を
抱
か
し
め
る
。

(註〉
因
み
に
、
唯
識
論
に
お
け
る
多
く
の
難
問
の
中
で
も
、
甚
だ
難
解
な
「
種
子
黒
習
」
の
難
問
を
一
瞥
す
る
。
現
行
識
に
よ
る
種

子
識
へ
の
「
窯
習
」
の
可
能
性
の
根
拠
に
つ
い
て
の
解
明
は
、
甚
だ
不
透
明
な
も
の
を
感
ぜ
し
め
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
識
の
内

底
に
あ
っ
て
、
習
慣
に
よ
り
度
重
な
り
蓄
積
さ
れ
た
「
気
分
」

(
価
値
感
情
)
が
、

ア

l
ラ
ヤ
識
内
に
働
く
種
子
識
を
薫
習
す
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
は
甚
だ
厳
し
い
難
問
で
あ
る
。

一体、

こ
の
感
性
的
情
緒
(
気
分
)
が
、
現
行
識
内
に
在
り
な
が

ら
、
現
行
識
(
現
象
界
)
と
位
層
も
次
元
も
性
質
も
異
な
る
種
子
識
(
可
想
界
)
の
内
へ
と
浸
入
し
て
、
影
響
を
与
え
、
種
子
識

を
窯
習
す
る
と
い
う
問
題
は
不
条
理
な
難
問
で
あ
る
。
こ
の
解
明
は
詳
細
な
る
論
究
と
正
当
な
る
確
認
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
も
、

こ
れ
を
解
明
し
う
る
も
の
は
、
精
密
に
し
て
公
正
な
る
「
批
判
」
の
学
的
条
件
に
基
づ
く
論
究
で
あ
り
、
裁
決
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

認識の真理性

③ 

「
批
判
・
中
道
」

。
「
批
判
・
中
道
」
で
は
、

「
現
象
体
」

(
縁
起
体
で
あ
れ
、
識
体
で
あ
れ
)
の
認
識
に
お
け
る
「
批
判
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
そ

の
主
体
は
、
勝
義
の
理
性
と
し
て
の
「
先
験
的
統
覚
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
認
識
の
可
能
性
の
最
高
原
理
で
あ
り
、

ま
た
「
先
天
的
綜
合

29 



的
判
断
」
の
可
能
性
の
根
源
的
原
理
で
あ
る
。

30 

。
認
識
の
批
判
に
は
、
認
識
の
関
係
構
造
(
主
観
と
客
観
、
認
識
能
力
と
認
識
対
象
、
感
性
と
悟
性
、
直
観
と
思
惟
、
経
験
的
質
料

と
先
天
的
形
式
)
に
お
い
て
、
消
極
的
在
り
方
で
あ
る
「
両
極
へ
の
否
定
的
批
判
」
と
、
積
極
的
在
り
方
を
有
す
る
「
中
極
へ
の
肯
定

的
批
判
」
と
が
あ
る
。
前
者
は
「
他
者
批
判
」
と
し
て
の
「
破
邪
批
判
」
で
あ
り
、
同
時
に
後
者
は
「
自
己
批
判
」
と
し
て
の
「
顕
正

批
判
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
対
立
矛
盾
せ
る
両
極
へ
と
弁
別
す
る
批
判
で
あ
り
、
後
者
は
中
極
に
お
い
て
両
極
を
統
合
す
る

批
判
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
否
定
的
判
断
即
肯
定
的
判
断
」
の
「
則
」
構
造
に
、

「
批
判
の
中
道
」
は
成
立
す
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、

「
超
矛
盾
律
と
自
他
同
一
律
」
と
に
基
づ
く
「
他
立
の
原
理
」
が
成
立
す
る
が
、

こ
の
哲
学
的
論
理
は

「
先
験
的
論
理
」

と
言
わ
れ

る
。
そ
れ
は
両
極
を
弁
別
し
て
否
定
す
る
「
非
有
・
非
無
」
の
中
道
を
可
能
に
し
、
同
時
に
中
極
に
お
い
て
両
極
を
統
合
し
、

ー「

即
Lー

構
造
を
な
す
「
有
即
無
」
の
中
道
を
可
能
に
す
る
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
は
両
者
の
「
非
即
相
即
的
相
関
関
係
」
に
成
立
す
る
「
批
判
の

中
道
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
「
先
験
的
論
理
」
が
存
立
す
る
。

し
か
も
先
験
的
論
理
は
「
批
判
の
学
問
性
」
に
お
い
て
、
空
・
論
理
、

唯
識
・
論
理
を
そ
の
神
秘
性
と
懐
疑
性
か
ら
解
放
し
、
同
時
に
独
断
性
と
蓋
然
性
を
超
脱
せ
し
め
て
、

「
知
慧
の
学
問
」
を
完
成
せ
し

め
る
。。

す
べ
て
の
批
判
は
「
他
立
の
原
理
」
に
基
づ
く
「
先
験
的
論
理
」
に
成
立
す
る
が
、

そ
れ
は
ま
た
批
判
す
る
主
体
が
、

「
自
由
の

原
理
」
に
基
づ
き
、

「
自
己
か
ら
自
己
へ
の
自
己
自
体
の
超
越
」
を
基
軸
と
し
て
、

「
自
己
か
ら
他
者
へ
の
超
越
」
と
「
他
者
か
ら
白

己
へ
の
超
越
」
と
、
両
者
の
「
自
己
・
他
者
の
相
互
超
越
」
と
の
三
重
の
「
超
越
性
」
の
関
係
構
造
に
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「批

判
の
中
道
」
は
、

「
自
由
l

超
越
性
」
を
本
質
と
す
る
批
判
的
主
体
の
自
覚
的
行
為
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
仏
教
の
「
空
性
の
原

理
」
と
「
空
・
中
道
」
と
甚
だ
類
同
的
で
あ
る
。

し
か
し
「
批
判
の
中
道
」
は
批
判
の
「
立
場
、
方
法
、
原
理
」
に
基
づ
き
、

し
か
も

こ
れ
を
自
覚
的
に
採
用
し
究
明
し
、

こ
の
「
学
的
条
件
」
を
遵
守
し
、
公
明
正
大
に
し
て
厳
正
確
実
な
る
「
批
判
」
と
し
て
働
く
こ
と



が
要
請
さ
れ
る
。
そ
こ
に
、

「
知
慧
の
学
問
」

と
し
て
の

E
M
-
T
)
ω
8
r
E
が
構
成
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
学
的
条
件
に
基
づ
く

「
批
判
の
中
道
」
に
成
立
す
る
哲
学
は
、

「
批
判
哲
学
」
で
あ
る
。

。
仏
教
に
あ
っ
て
は
、

「
空
・
中
道
」
で
は
空
智
が
、

「
唯
識
・
中
道
」
で
は
ア
l
ラ
ヤ
識
が
、
主
体
と
な
っ
て
「
空
性
の
原
理
」

に
基
づ
き
、
こ
の
中
道
を
成
立
せ
し
め
る
。

し
か
し
「
批
判
の
中
道
」
は
、

「
自
由

i
超
越
性
」
の
原
理
に
基
づ
き
「
他
者
批
判
即
自

己
批
判
」

「
否
定
的
批
判
即
肯
定
的
批
判
」
を
行
い
、
両
極
の
聞
に
内
在
し
て
は
、

「
非
有
・
非
無
」
の

「
破
邪
批
判
即
顕
正
批
判
」

中
道
と
し
て
、
同
時
に
中
極
へ
と
超
在
し
て
は
、

「
有
即
無
」
の
中
道
と
し
て
働
く
。

「
批
判
・
中
道
」
は
、
こ
の
「
内
在
即
超
在
」

の
在
り
方
に
あ
っ
て
、

「
他
立
の
原
理
」
の
も
と
に
「
先
験
的
論
理
」
を
可
能
に
し
、
批
判
の
学
的
条
件
を
遵
守
し
て
認
識
の
関
係
構

造
を
構
成
し
、
先
験
的
真
理
を
開
示
す
る
。
こ
の
先
験
的
主
体
は
先
験
的
統
覚
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
先
験
的
統
覚
は
こ
の
「
内
在
即
超

在
」
の
本
性
に
お
い
て
、

「
経
験
的
質
料
即
先
天
的
形
式
」
と
し
て
の
「
批
判
の
中
道
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
先
天

的
綜
合
的
判
断
」
の
可
能
性
の
最
高
原
理
で
あ
る
。

。
な
お
、
批
判
哲
学
で
は
、

「
破
邪
の
否
定
的
批
判
」
の
も
と
に
「
先
験
的
弁
証
論
」
が
論
究
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
可
想
体
(
自

体
的
存
在
)
へ
の
認
識
の
不
可
能
性
と
、
認
識
の
限
界
と
、

そ
の
限
界
越
境
の
誤
謬
性
が
確
め
ら
れ
る
。
と
同
時
に
「
顕
正
の
肯
定
的

批
判
」
に
よ
っ
て
、

「
先
験
的
理
念
」
の
媒
介
に
よ
る
「
批
判
的
(
学
的
)
形
市
上
学
」
の
創
設
が
、

「
先
験
的
真
理
論
」
の
基
礎
の

も
と
に
、

な
し
と
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、

ま
た
批
判
的
認
識
論
と
批
判
的
形
而
上
学
と
の
両
極
は
、
こ
の
先
験
的
理
念
を
媒
介
原
理

認識の真理性

と
し
て
な
り
た
ち
、
両
極
の
中
極
に
、

(
内
在
即
超
在
〉
に
お
け
る
「
批
判
的
認
識
論
〈
即
〉
批
判
的
形
而
上

「
現
象
界
即
可
想
界
」

か
く
し
て
批
判
哲
学
の
体
系
的
統
一
が
可
能
と
な
る
。

尚
子
」
の

「
批
判
・
中
道
」
が
見
出
さ
れ
る
。

そ
れ
は
高
次
の
立
場
で
の
一寸

批

判
・
中
道
」
で
あ
っ
て
、

「
先
天
的
綜
合
的
判
断
」
の
可
能
性
の
原
理
が
窺
わ
れ
る
。

(
註
)
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批
判
哲
学
の
全
領
域
界
の
体
系
的
統
一
を
可
能
な
ら
し
め
る
哲
学
的
原
理
は
、

「
自
然
(
原
素
・
無
機
体
・
有
機
体
〉
|
人
間

32 

ー
文
化
l

道
徳
|
最
高
善
l

根
源
的
最
高
善
(
神
・
超
越
体
〉
」

へ
の
階
層
的
な
体
系
的
統
一
を
可
能
な
ら
し
め
る
先
験
的
原
理

で
あ
る
。
そ
れ
は
「
反
省
的
判
断
力
」
が
定
立
す
る
「
実
質
的
合
目
的
性
」
の
原
理
(
統
制
的
原
理
)
で
あ
る
。
こ
の
原
理
に
基
づ

い
て
、
「
現
象
界
即
可
想
界
」
の
「
即
」
構
造
の
中
道
を
根
基
と
し
て
、
「
認
識
i

道
徳
(
実
践
〉
|
宗
教
(
信
仰
と
の
異
質
的
・

異
次
元
的
な
領
域
世
界
の
諸
原
理
と
知
慧
を
統
合
す
る
と
こ
ろ
の
、
全
批
判
哲
学
の
階
層
的
体
系
性
の
構
造
が
構
築
さ
れ
る
。

し

た
が
っ
て
、

そ
こ
に
は
「
反
省
的
判
断
力
」
の
根
拠
と
し
て
の
、
中
極
の
原
理
と
そ
の
「
批
判
の
中
道
」
が
洞
察
さ
れ
う
る
。
因

み
に
、
唯
識
論
で
は
、

心
識
の
四
階
層
に
相
応
し
て
「
四
智
」

(
成
所
作
智
・
妙
観
察
智
・
平
等
性
智
・
大
円
鏡
智
)
が
挙
げ
ら

れ
る
。

ま
た
仏
教
で
は
、
知
慧
の
方
法
の
点
で
、

「
聞
思
修
」
に
よ
る
知
慧
が
示
さ
れ
、

「
開
思
修
所
成
妙
慧
」
(
玄
突
訳
)
の
語

句
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
「
知
慧
の
学
問
」
と
し
て
の
「
批
判
哲
学
」
に
と
っ
て
も
、
論
究
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

B 

三
者
の
「
判
断
様
式
」
に
お
け
る
相
違
性

な
お
、
上
述
に
お
け
る
こ
れ
ら
三
つ
の
中
道
を
、

「
判
断
」
の
様
式
を
も
っ
て
示
せ
ば
、
次
の
点
が
解
明
さ
れ
る
。

① 

「
空
・
中
道
」

「
縁
起
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
に
現
前
せ
る
種
々
の
事
象
(
現
象
体
)
を
捉
え
、

そ
の
構
造
を
諸
成
素
に
分
析
し
、

そ
こ
に
対
立
し
分

裂
せ
る
両
極
に
生
ず
る
矛
盾
と
誤
謬
を
否
定
的
判
断
を
も
っ
て
、

「
非
有
・
非
無
」
と
し
て
弁
証
し
、
同
時
に
そ
の
中
極
に
立
つ
両
極

の
統
合
を
真
実
と
な
し
、
肯
定
的
判
断
の
も
と
に
、

「
有
即
無
」

と
判
定
す
る
が
、

こ
の
判
断
は
「
空
性
の
原
理
」
と
「
空
・
中
道
」

に
基
づ
く
「
綜
合
的
判
断
」
で
あ
る
。

こ
の
判
断
は
「
経
験
的
質
料
」

(
現
象
、
印
象
)
と
「
概
念
的
形
式
」

(
意
味
)
と
の
統
合
に

成
立
し
、

一
般
的
に
は
「
経
験
的
綜
合
的
判
断
」
で
あ
る
。

し
か
し
「
中
論
』
で
は
、

「
心
理
的
、

論
理
的
、

形
而
上
的
」

な
多
様



な
型
の
綜
合
的
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
因
果
(
因
縁
)
・
生
成
(
生
起
・
消
滅
)
、

実
在
・
否
定

そ
の
「
概
念
的
形
式
」
に
は
、

(
有
・
無
〉
、
単
独
・
相
互
依
存
、
運
動
・
静
止
(
時
間
・
空
間
〉
、
現
実
・
可
能
、
単
一
・
全
体
、
同
一
・
異
他
、
常
住
町
断
滅
、
有

限
・
無
限
立
の
・
」
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
対
象
に
は
、
「
人
間
、
世
間
、
自
然
、
自
我
、

心
識
止
の
・
」
(
経
験
的
対
象
〉
、
「
苦
楽
、
愛
憎
、

欲
情
、
煩
悩
、
迷
妄
、
執
着
。
件
。
・
」
(
心
理
的
対
象
)
、
「
本
質
、
価
値
、
真
理
、
法
則
、
原
理
、
論
理
、
数
理
、
認
識
」
(
論
理
的
妥
当

的
対
象
)
、

(
形
市
上
的
対
象
)
が
示
さ
れ
る
。

「
無
明
、
輪
廻
、
浬
葉
、
仏
性
、
如
来
、

真
如
」

し
か
し
『
中
論
』
で
は
、
こ
れ
ら

の
多
く
の
も
の
の
論
究
に
は
、
順
序
、

秩
序
、

連
結
と
い
っ
た
整
合
性
や
体
系
性
が
不
明
瞭
で
あ
る
と
い
う
憾
が
あ

段
階
、

系
列
、

る。

『
中
論
』
の
と
く
「
八
不
中
道
」

不
一
不
異
、

不
去
不
来
」
〉
は
、
こ
の
縁
起
に
み
ら
れ
る
綜
合
的

(
「
不
生
不
滅
、

不
断
不
戸比

吊

判
断
と
、

(
否
定
の
論
理
、

た
だ
代

そ
の
概
念
的
形
式
に
な
り
た
つ
「
空
・
中
道
」

「
非
有
・
非
無
」
の
様
式
に
立
つ
〉
に
つ
い
て
、

表
的
な
も
の
の
論
究
が
示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

(
天
台
宗
で
は
「
空
・
仮
・
中
」
の
三
諦
円
融
が
重
視
さ
れ
る
。
)

② 

「
唯
識
・
中
道
」

唯
識
論
に
お
い
て
は
、

そ
の
現
行
識
の

「
認
識
」

の
構
造
成
素
(
「
経
験
的
質
料
と
概
念
的
形
式
」

「
感
覚
的
印
象
・
形
象
と
転
識

の
意
味
」

「
心
識
と
性
境
」

「
認
識
能
力
と
認
識
対
象
」

「
見
分
識
と
相
分
識
」

2
0・)
を
両
極
に
弁
別
し
、
同
時
に
そ
の
中
極
に
統

合
す
る
判
断
は
、

そ
の
心
識
(
現
行
識
)
と
対
象
認
識
と
を
根
源
的
に
産
出
す
る
根
源

「
経
験
的
綜
合
的
判
断
」
で
あ
る
。

し
か
し
、

的
心
識
(
本
識
、

ア
l
ラ
ヤ
識
)
を
、
第
一
原
因
と
し
て
そ
の
種
子
の
本
質
を
解
明
す
る
判
断
は
、

「
形
而
上
学
的
・
分
析
的
判
断
」

認識の真理性

で
あ
る
。
前
者
の
判
断
の
可
能
性
の
原
理
は
「
空
性
の
原
理
」
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
「
唯
識
・
中
道
」

(
「
三
性
即
三
無
性
」
の
中
道
)

が
成
り
た
つ
。

し
か
し
後
者
の
判
断
は
「
形
而
上
学
的
認
識
」
の
可
能
性
の
判
断
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
根
源
識
(
ア
!
ラ
ヤ
識
)
は
、

自
己
の
包
越
し
包
蔵
す
る
種
子
識
を
、
そ
の
自
証
分
に
よ
っ
て
直
観
し
思
惟
し
分
析
し
、

そ
れ
が
唯
識
の
認
識
能
力
(
見
分
識
)
と
そ

の
対
象
(
相
分
境
)
と
の
根
源
的
産
出
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
と
断
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
根
源
的
産
出
に
は
、
い
か
な
る
質
料

33 



に
も
形
式
に
も
依
存
し
な
い
「
無
か
ら
の
創
造
」
合
門

g
z
o
R
E
E
F
)
の
難
問
〈
告
。
ュ
る
が
附
帯
さ
れ
る
。
こ
の
「
種
子
・
形
而
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上
学
」
に
お
け
る
形
而
上
的
な
判
断
は
、

ま
ず
種
子
の
本
質
へ
の
推
論
的
分
別
識
に
よ
る
「
分
析
的
判
断
」
で
あ
る
が
、
西
洋
哲
学
の

「
実
体
・
形
而
上
学
」
に
お
け
る
実
体
の
分
析
的
判
断
に
類
肉
的
で
あ
る
。

し
か
し
可
想
的
実
体
(
ω

ロ
宮
古
三
宮
口
。

5
5
5る
を

否

定
す
る
唯
識
論
は
、
空
性
の
原
理
の
も
と
に
種
子
の
実
体
化
を
拒
絶
し
、

「
唯
識
無
境
」
に
立
脚
す
る
。

し
か
も
、
種
子
識
の
産
出
力

と
そ
の
被
造
者
(
転
識
)
と
の
産
出
性
の
不
可
逆
的
因
果
関
係
に
着
目
す
れ
ば
、

そ
こ
に
は
可
想
界
と
現
象
界
と
を
統
合
し
連
結
せ
し

め
る
一
種
の
「
綜
合
的
判
断
」
が
成
立
す
る
。
そ
の
場
合
に
は
「
種
子
・
形
而
上
学
」
を
成
立
せ
し
め
る

「
空
性
の
原
理
」
と
「
唯

識
・
中
道
」
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
窺
わ
し
め
る
。
と
は
い
え
、
「
純
粋
理
性
の
批
判
」
に
従
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
因
果
律
の
使
用
は
そ

の
適
用
領
域
の
限
界
(
現
象
界
内
で
の
み
可
能
な
因
果
性
範
障
の
使
用
の
妥
当
性
の
限
界
)
を
越
境
す
る
と
い
う
点
で
、
種
子
か
ら
現

行
へ
の
こ
の
形
而
上
的
な
綜
合
的
判
断
の
可
能
性
の
不
当
を
と
く
と
こ
ろ
の
、
批
判
哲
学
か
ら
の
厳
正
な
る
批
判
も
生
ず
る
の
で
あ

る。

だ
と
す
れ
ば
、

「
種
子
・
形
而
上
学
」

は
甚
だ
神
秘
論
的
で
あ
り
、

あ
る
い
は
独
断
論
的
で
あ
る
他
は
な
い
。

根
源
識
に
働
く

「
知
的
直
観
」
も
、

ま
た
「
・
無
か
ら
の
産
出
」
を
可
能
に
す
る
第
一
原
因
(
種
子
識
〉
も
、
現
行
識
か
ら
直
接
的
に
素
朴
的
に
引
き
出

す
推
論
に
よ
っ
て
想
定
す
る
こ
の
「
分
析
的
判
断
」
も
甚
だ
不
透
明
で
あ
る
。

ま
し
て
因
果
律
の
正
当
な
使
用
の
限
界
を
越
境
す
る
か

か
る
「
綜
合
的
判
断
」
は
不
当
で
あ
る
と
す
る
限
り
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
難
問
に
直
面
し
、

こ
れ
を
い
か
に
解
決
す
べ
き
か
に
当
惑
せ

ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

こ
の
難
問
を
解
決
す
る
可
能
性
は
、

「
真
の
中
道
」
を
開
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
「
批

判
・
中
道
」
に
立
つ
「
先
天
的
綜
合
的
判
断
」
の
解
明
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

③ 

「
批
判
・
中
道
」

批
判
哲
学
に
お
い
て
、
既
存
の
対
立
す
る
「
哲
学
」

(
経
験
論
と
合
理
論
)
と
、

そ
の
「
認
識
」
の
構
造
成
素
と
を
両
極
に
弁
別
し

吟
味
し
、
同
時
に
そ
の
中
極
に
統
合
し
判
決
す
る
判
断
は
、

「
先
天
的
綜
合
的
判
断
」
で
あ
る
。
こ
の
判
断
の
関
係
構
造
は
、
経
験
論



の
原
理
と
し
て
の
「
経
験
的
質
料
」
と
、
合
理
論
(
実
体
・
形
而
上
学
)
の
原
理
と
し
て
の
「
先
天
的
形
式
」

(
合
理
論
で
は
「
生
得

的
」
と
み
な
さ
れ
る
)
と
の
、
両
極
(
対
立
性
〉
と
そ
の
中
極
(
統
合
性
)
と
の
相
互
限
定
関
係
に
成
立
す
る
が
、
そ
の
可
能
性
の
原

理
は
「
自
由

l
超
越
性
」
の
原
理
で
あ
り
、

「
真
の
中
道
」

そ
の
経
験
的
質
料
は

そ
こ
に
成
立
す
る

t土

「
批
判
の
中
道
」
で
あ
る
。

「
印
象
、
形
象
、
現
象
」
で
あ
り
、
そ
の
先
天
的
形
式
は
、
合
理
論
で
用
い
る
知
的
直
観
や
、

可
想
的
実
体
・
概
念
や
、
限
界
越
境
を

断
行
す
る
因
果
律
で
は
な
く
し
て
、

「
純
粋
感
性
的
直
観
(
空
間
・
時
間
)
」
と
「
純
粋
悟
性
概
念
(
範
曙
)
」
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
中
道
に
働
く
最
高
原
理
は
「
先
験
的
統
覚
」

(
先
験
的
構
想
力
の
協
力
と
そ
の
綜
合
に
基
づ
く
先
天
的
・
綜
合
的
統
一
の
可
能
性

の
原
理
)
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
認
識
の
限
界
を
超
え
る
可
想
界
に
あ
る
「
可
想
体
」

(
自
体
的
存
在
、
妥
当
者
〉
の
論
究
に
な
り

た
つ
「
批
判
的
形
而
上
学
」
に
あ
っ
て
は
、
先
験
的
理
性
の
定
立
す
る
「
先
験
的
理
念
」

(
統
制
的
原
理
〉
を
媒
介
原
理
と
し
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
、
現
象
界
と
可
想
界
と
を
関
係
づ
け
、
現
象
体
の
認
識
と
可
想
体
の
存
在
に
対
し
、
統
合
を
与
え
る
と
こ
ろ
の
、
形
市
上

学
的
立
場
で
の
「
先
天
的
綜
合
的
判
断
」
が
成
立
す
る
。
そ
こ
に
「
批
判
的
(
学
的
)
形
而
上
学
」
が
構
築
さ
れ
る
。

こ
の
批
判
的
形
市
上
学
は
、
①
「
経
験
的
対
象
を
〈
構
成
〉
す
る
認
識
論
と
、
可
想
的
対
象
を
〈
統
制
〉
す
る
形
而
上
学
」
②
「
現

象
界
と
可
想
界
」
③
「
経
験
的
綜
合
的
判
断
と
先
天
的
分
析
的
判
断
」
④
「
両
極
に
対
す
る
否
定
的
批
判
と
中
極
に
お
け
る
肯
定
的
批

判
」
⑤
「
破
邪
的
批
判
と
顕
正
的
批
判
」

(
先
験
的
弁
証
論
(
と
く
に
仮
象
論
〉
と
先
験
的
真
理
論
〉
止
の
・

の
、
こ
れ
ら
の
対
立
す
る

両
極
を
構
造
成
素
と
し
て
成
立
す
る
。
と
同
時
に
こ
の
批
判
的
形
市
上
学
は
こ
の
対
立
せ
る
両
極
を
「
即
」
構
造
の
中
道
に
お
い
て
統

認識の真理性

合
す
る
と
こ
ろ
の
「
批
判
・
中
道
」
を
基
軸
と
し
て
構
築
さ
れ
る
。
し
か
も
「
批
判
・
中
道
」
の
根
底
に
は
、
純
粋
理
性
(
そ
の
根
源

識
と
し
て
の
純
粋
統
覚
)
の
「
自
由
|
超
越
性
」
の
原
理
が
働
い
て
い
る
。
こ
の
原
理
は
空
観
や
唯
識
論
で
と
く
「
空
性
の
原
理
」
に

「
非
有
・
非
無
」
に
し
て
同
時
に
、

「
批
判
・
中
道
」
に
は
、
空
性
の
原
理
の
も
と
に
、

「
有
即

相
応
し
該
当
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

無
」
の
「
空
・
中
道
」
が
そ
れ
に
適
応
し
う
る
も
の
と
し
て
、
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
「
批
判
の
中
道
」
に
立
て
ば
、
唯
識
の
「
種
子
・
形
市
上
学
」
に
宿
る
不
透
明
な
難
問
(
名
。
巳
ら

は
解
消
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
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う
。
そ
こ
に
は
、
先
験
的
理
念
を
媒
介
原
理
と
し
て
、
異
質
的
|
異
次
元
的
な
、
内
在
的
な
現
象
界
と
超
在
的
な
可
想
界
と
の
対
立
分

裂
(
「
非
内
在
・
非
超
在
」
)
に
対
し
て
、

「
内
在
即
超
在
」
の
「
即
」
構
造
と
、

そ
の
中
極
の
原
理
の
も
と
に
、

「
先
天
的
綜
合
的
判

断
」
は
可
能
と
な
り
、
同
時
に
「
批
判
的
(
学
的
)
形
市
上
学
」
が
「
批
判
的
認
識
論
」
を
根
基
と
し
、
両
者
の
相
互
限
定
的
・
相
互

依
存
的
関
係
に
お
い
て
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
し
て
、

「
批
判
的
認
識
論
〈
即
〉
批
判
的
形
而
上
学
」
と
し
て
の
「
批
判
哲

学
」
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
唯
識
論
で
の
「
種
子
・
形
而
上
学
」
に
ま
つ
わ
る
難
問
は
、
先
験
的
理
念
(
統
制
原
理
)
を
媒
介
原
理
と
す
る
「
先
天

的
綜
合
的
判
断
」
に
お
い
て
解
決
さ
れ
う
る
。
そ
れ
は
「
批
判
的
(
学
的
〉
形
市
上
学
」
の
創
設
に
基
づ
い
て
い
る
。

一
体
、
こ
の
判

断
は
単
な
る
分
析
的
判
断
で
も
な
く
、

ま
た
因
果
律
の
不
当
な
る
限
界
越
境
に
よ
る
似
(
而
)
非
・
綜
合
的
判
断
で
も
な
い
。
別
言
す

れ
ば
現
実
的
な
現
行
識
か
ら
、
可
想
的
産
出
力
(
第
一
原
因
)
で
あ
る
種
子
・
概
念
へ
と
推
論
す
る
分
析
的
判
断
で
も
な
く
、

ま
た
種

子
識
(
原
因
)
と
現
行
識
(
結
果
)
と
の
聞
の
異
質
的
・
異
次
元
的
な
両
者
に
対
し
て
成
り
た
つ
、
因
果
性
に
基
づ
く
単
な
る
連
結
に

よ
る
綜
合
的
判
断
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
判
断
は
、

そ
の
先
験
的
理
念
を
媒
介
し
て
、
現
行
か
ら
種
子
が
推
論
さ
れ
分
析
さ
れ
る

「
先
天
的
分
析
的
判
断
」
を
包
み
、
同
時
に
種
子
と
現
行
と
は
、
同
じ
く
先
験
的
理
念
に
お
い
て
「
産
出
力
(
根
拠
)
と
被
造
者
〈
帰

結
ど
と
し
て
統
合
さ
れ
る
「
綜
合
的
判
断
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
、

根
源
的
判
断
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
批
判
・
中
道
」
に

成
り
た
つ
勝
義
の
「
先
天
的
綜
合
的
判
断
L

で
あ
る
。

要
す
る
に
、
批
判
哲
学
に
お
け
る
先
天
的
綜
合
的
判
断
は
、
経
験
的
綜
合
的
判
断
と
先
天
的
分
析
的
判
断
と
の
両
極
を
超
え
て
包
む

根
源
的
根
拠
を
な
し
、
前
者
の
蓋
然
的
判
断
(
経
験
論
)
と
、
後
者
の
独
断
的
判
断
(
合
理
論
、
実
体
・
形
而
上
学
〉
と
を
共
に
、
高

次
元
に
包
越
し
、

両
者
の
対
立
す
る
両
極
を
弁
別
し
、

同
時
に
そ
の
両
極
を
中
極
に
統
合
し
、
両
者
を
そ
の
先
験
的
原
理
の
も
と
に



「
破
邪
・
顕
正
」
を
行
っ
て
、
真
実
に
し
て
公
正
な
る
認
識
を
可
能
な
ら
し
め
る
根
源
的
判
断
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
形
式
論
理
の
矛
盾

律
と
同
一
律
と
を
包
越
す
る
、
超
文
法
的
な
(
超
矛
盾
的
|
自
他
同
一
性
と
し
て
の
〉

と
し
て
成
立
し
、

「
他
立
の
原
理
」
に
お
け
る
「
先
験
的
論
理
」

「
批
判
・
中
道
」
に
立
つ
根
源
的
意
識
(
純
粋
統
覚
〉
に
基
づ
く
包
越
的
最
高
判
断
で
あ
弘
。

C 

認
識
の
真
理
性

な
お
、
因
み
に
「
認
識
の
真
理
性
」
に
つ
い
て
、
三
者
の
中
道
の
構
造
理
解
の
た
め
に
一
言
を
要
す
。

。
空
観
に
お
け
る
認
識
の
真
理
性
は
、
深
奥
に
し
て
厳
粛
な
る
空
性
を
原
理
と
す
る
空
・
中
道
に
あ
っ
て
、
そ
の
縁
起
に
お
け
る
多

様
な
判
断
を
可
能
な
ら
し
め
る
、
超
矛
盾
律
に
基
づ
く
非
形
式
的
論
理
を
有
す
る
。
こ
の
空
性
の
真
理
は
「
非
有
・
非
無
」
に
し
て
、

同
時
に
「
有
即
無
」
の
中
道
に
あ
っ
て
、

そ
の
「
中
道
実
相
」
を
示
す
。
け
だ
し
「
空
・
中
道
」
と
は
、
縁
起
に
お
け
る
「
自
性
即
無

自
性
」
の
中
道
に
し
て
、

ま
た
「
即
空
即
仮
即
中
」
の
「
一
ニ
諦
円
融
」
の
中
道
(
天
台
)
を
も
さ
す
。

。
唯
識
論
の
認
識
の
真
理
性
は
、

森
厳
に
し
て
精
搬
な
る
唯
識
・
実
性
を
原
理
と
す
る
唯
識
・
中
道
に
あ
っ
て
、

そ
の
依
他
起
性

(
縁
起
〉

(
仮
有
〉
の
経
験
的
判
断
を
可
能
な
ら
し
め
る
超
同
一
律
の
「
哲
学
的
論
理
」
を
有
す
る
。
唯
識
の
真
理
は
、

「
非
妄
有
・

非
真
有
」
に
し
て
、
同
時
に
「
妄
有
即
真
有
」
の
(
仮
有
に
お
け
る
〉
中
道
に
あ
る
と
こ
ろ
の
「
唯
識
無
境
」

「
唯
識
真
実
」
を
い

う
。
ま
た
、
唯
識
・
中
道
と
は
、
心
識
に
お
け
る
「
分
別
知
即
無
分
別
智
」
に
し
て
、

ま
た
「
一
二
性
即
三
無
性
」
の
中
道
で
あ
る
。

認識の真理性

。
批
判
哲
学
の
認
識
の
真
理
性
は
、
公
明
正
大
に
し
て
判
然
明
噺
な
る
批
判
的
理
性
(
「
自
由
|
超
越
性
」

を
本
質
と
す
る
〉
を
原

理
と
す
る
批
判
・
中
道
に
あ
っ
て
、
現
象
体
に
お
け
る
先
天
的
綜
合
的
(
先
験
的
)
判
断
を
可
能
な
ら
し
め
る
超
文
法
的
・
超
形
式
的

な
「
先
験
的
(
超
越
論
的
、
可
ωロω
N
め
ロ
色
。
口
同
巳
)
論
理
」
を
有
す
る
。

調

-
z
-
J
、

中
J
J
J
'
L

空
観
や
唯
識
論
で
の
哲
学
的
論
理
は
、

一
般
的
・
形

式
的
論
理
(
矛
盾
律
に
基
づ
く
〉
を
超
え
た
論
理
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
両
者
の
論
理
を
直
ち
に
「
先
験
的
」
論
理
と
言
う
こ
と
は
で

37 



き
な
い
。
け
だ
し
、

「
先
験
的
」
と
は
「
先
天
的
・
綜
合
的
・
超
越
的
」

(名門
F
A
)

円片足『・

a
E
Z
E
R
r
-
可山口∞
N
O
ロ
母
ロ
仲
)
を
意
味
す
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る
が
、
両
者
の
哲
学
的
論
理
に
は
批
判
的
理
性
の
定
立
す
る
先
天
的
形
式
的
原
理
(
空
間
・
時
間
、
範
時
、

理
念
)
が
確
認
さ
れ
ず
、

先
天
的
・
綜
合
的
判
断
の
可
能
性
の
先
天
的
根
拠
が
欠
如
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
批
判
・
中
道
は
先
験
的
論
理
に
基

づ
く
「
先
験
的
中
道
」
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
「
先
験
的
真
理
」
が
先
験
的
統
覚
の
自
覚
の
も
と
に
現
成
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
仏
教
哲
学
(
空
観
と
唯
識
論
)
と
批
判
哲
学
と
に
お
け
る
認
識
の
真
理
性
は
、
そ
の
各
々
の
中
道
に
開
示
さ
れ

る
。
そ
の
中
道
は
、

①
空
性
の
原
理
に
な
り
た
つ
中
道
(
空
・
中
道
)
、

②
唯
識
性
の
原
理
に
お
け
る
中
道
(
唯
識
・
中
道
)
③
批
判

的
理
性
の
原
理
に
存
立
す
る
中
道
(
批
判
・
中
道
〉
と
し
て
見
出
さ
れ
る
。

し
か
し
総
じ
て
言
え
ば
、
三
者
の
「
構
造
形
態
」
は
、
概

要
に
お
い
て
類
同
的
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
「
構
造
内
実
」

は
甚
だ
異
質
的
で
あ
っ
て
、

か
つ
異
次
元
的
な
相
違
点
を
有
す
る
こ
と
に

注
目
さ
れ
る
。

こ
こ
に
、
三
者
の
中
道
の
そ
の
「
構
造
形
態
」

は
、
空
観
に
み
ら
れ
る
「
非
A
・
非
ロ
。
ロ

A
」
(
消
極
的
批
判
)
(
破
邪
批
判
)
に
し

て
、
同
時
に
「
A
即
ロ
O
D
A
」
(
積
極
的
批
判
〉
(
顕
正
批
判
〉
の
中
道
と
し
て
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
両
極
即
中
極
(
頂
極
)
」

の
中
道
が
基
本
的
な
性
相
を
な
し
て
い
て
、
一
二
者
の
中
道
に
共
通
す
る
構
造
形
態
を
な
し
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
の
「
構
造
内
実
」
は

各
々
相
違
し
て
い
る
。
①
空
観
で
は
、

「
縁
起
|
無
自
性
|
空
性
」

の
中
道
と
し
て
定
立
さ
れ
、
②
唯
識
論
で
は
、

「
心
識
l

無
分
別

「
現
象
体
(
経
験
的
質
料

)
1先
天
的
形
式
的
原
理
|

先
験
的
統
覚
」
に
基
づ
く
、
先
験
的
論
理
に
な
り
た
つ
「
先
験
的
中
道
」
と
し
て
確
立
さ
れ
る
。
こ
こ
に
「
先
験
的
真
理
」
が
開
示
さ

智
ー
三
無
性
」

の
中
道
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
③
批
判
哲
学
で
は
、

れ
る
。
先
験
的
真
理
は
、
世
に
一
般
的
に
言
わ
れ
る
ご
と
き
、

E

〈め門町山
ω
g円
え
何
百
円
山
口
旦
Z
B
Z二口件。
]
]
0
2
5・3
Q
g
m
r
r
oロ
∞
ω-0
・

B
。ロ

rso口
)
(
真
理
の
一
致
説
)
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
相
対
立
す
る
「
経
験
的
質
料
と
先
天
的
形
式
」
と
の
「
即
」
中
道

に
お
け
る
先
天
的
|
綜
合
的
l

統
一
性
の
本
質
的
関
係
構
造
(
先
験
的
判
断
の
根
源
的
根
拠
)
を
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、

そ



の
可
能

性

の
最
高
原
理
と
し
て
の
先
験
的
統
覚

に
基
づ
き
、 

「
批
判

の
中
道
」

に
開
示
さ
れ

る
の
で
あ

る
。

す

な

わ

ち
先
験
的
真
理

は
、

経
験
的
綜
合
的
判
断

の

コ

致
説
L
と
、
先
天
的
分
析
的
判
断

の

「
明
証
説
」
と

の
相
対
立
す

る
両
極

を
、
そ

の
地
平

か
ら
垂
直

に
あ

る
中
極

(
頂
極
)

へ
と
超
越
し
、
先
験
的

(
先
天
的
-
綜
合
的
)
判
断
を
可
能

な
ら
し
め
る
先
天
的
綜
合
的
統

一
性

(
先
験
的
統

覚

の
最
高
原
理
)
を
現
成
す

る

「
真
理

の
構
成
説
」

に
見
出
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
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